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年月の流れは早 い もので、甲府市教育委員会が史跡武田氏館跡整備活用委員会 を設置 し、

武田氏館跡の学術発掘調査に着手 してか ら、 7年にな ります。

この調査 は、近世以降に宅地や耕地、境 内地 として開発 された史跡指定区域内に、武田

氏三代の時代の遺構が どの程度残っているのか確認す ることを大 きな目的 としてお りまし

たが、幸運にも保存状況が良 く、武田氏の築城技術や居館の移 り変わ りを知 る上で多大な

成果 をあげることがで き、喜ば しい限 りでございます。

本市ではこうした調査成果 を一般市民に公開すべ く、昨年 10月 13・ 14の 両 日に、山梨県

考古学協会 と共催 してシンポジウム「武田系城郭研究の最前線」及び見学会 を開催 しまし

たところ、市民はもとより全国各地の城郭研究者か らも申込みが相次 ぎ、240名 を超 える参

加者 を記録することがで きました。このことは、武田氏館跡発掘調査への関心が、全国的

に高 まっている状況 を物語っているのではないで しょうか。

本書 には、昨年度に実施 した大手馬出及び無名曲輪の発掘成果 を収録致 しましたが、古

絵図に描かれていない堀や土塁の痕跡が検出され、 また、武田氏減亡後の館の再整備状況

が具体的に把握 されるなど、貴重な学術データが提示 されてお ります。

最後 に、本書が史跡整備事業 にとどまらず、中世城郭の研究や まちづ くり、教育な ど多

方面 にわたって活用 されます よう切にお願い申 し上 げます とともに、発掘調査 に御指導 と

御協力を賜 りました関係各位に、心 より感謝申 し上 げる次第でございます。

平成 14年 2月

甲府市教育委員会

教育長 金 丸 晃



例   言

1.本書 は山梨県甲府市古府 中町・屋形三丁 目 。大手三丁 目地 内に所在 す る国指定史跡武
田氏館跡の、平成 12～ 13年度 に実施 した整備基本構想・基本計画策定 に関わる事前の

試掘調査、及び暫定整備 に伴 う事前の試掘調査の概要報告書である。

2。  本館跡 は、 日召禾日13年  (1938)に 国史跡のす旨定 を受 け <ξ お り、 文化庁・県教育委員会・

史跡武田氏館跡調査団の指導の下、甲府市教育委員会 が主体 となって調査 を実施 した。

調査経費は国・県の補助金の交付 を受けている。

3.本 書 に関わる試掘調査 の担 当は伊藤正彦・望 月小枝であ り、対象地 区・調査面積 は以
下の通 りである。

御 隠 居 曲 輪  30.3m2
主  郭  部  107.5m2
大手馬出土塁  190.7m2
無 名 曲 輪 130.8m2

4。 本書の編集・執筆 は、 日黒 秀 (文化芸術課長)を 責任者 とし、伊藤正彦が行った。

5。 本書の挿図は林  久美子・望月小枝が作成 した。

6.本 書 に関わる出土遺物及び記録図面・写真等 は甲府市教育委員会で保管 している。

7.発 掘調査及び報告書作成 に際 して次の機関及び諸氏か らご指導、 ご協力 を賜 った。厚
くお礼 を申 し上 げる次第である。

文化庁文化財部記念物課   山梨県教育委員会学術文化財課  武田神社
伊藤正義  磯貝正義  小野正敏   北垣聰一郎  清雲俊元  笹本正治
鈴木 誠  萩原三雄   宮武正登  八巻典志夫         (敬 称略 )

例

1.本 書 に掲載 した遺構番号 は、調査現場 において付 した ものである。

2.遺構名は各遺構 の形状・検 出状況 に応 じ、調査現場 において付 した ものである。

3.全 体図、遺構 。遺物実測図の縮尺 は図中に表示 した通 りである。

4.遺構断面図における水平数値 は、海抜高度 を示 し、単位 はmで ぁる。

5。 報告書中の方位 は磁北 を示 している。

6.写 真図版の遺物香号 は挿図中の番号 と対応 している。
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第 1章 御隠居曲輪南

第 1節 調査概況

調査 に至 る経緯

平成 11年度、甲府 ロータ リークラブ より甲府市に、創立 50周年記念事業 として史跡武田

氏館跡公有地の一角 をスポッ ト公園 として暫定整備 し、寄附 したい旨の申 し出があった。

甲府市教育委員会 はこれにあわせ、史跡公有地の美観形成 と活用 を推進す るため、平成12

年度 にスポッ ト公園予定地の西側隣接地の暫定整備 と、武田神社北側公有地一帯への砂利

敷 き散策路の設定 を計画 した。御隠居曲輪南側 に位置す る当該地 は、現在策定中の整備基

本構想原案 において修景地区にゾーニ ングされているため、 あ くまで暫定的な整備である

こと、史跡景観 に調和 した整備内容 とす ること、地下遺構 に影響 を与えないことなどが現

状変更許可の条件 に付 された。暫定整備 に先立 ち試掘調査 を実施 し、遺構の有無 と文化面

の確認 を行 った。

2.調 査の方法 と経過

平成 12年 7月 、ミニ公園西側隣接地約 400m2を 対象 として試掘調査 を行 った。公有地化の

前段階で対象地全体 にわた り上砂や人頭大の礫が廃棄 されている状況であ り、暫定整備計

画では一部整地 を施すが、現状地形 を生か したまま盛上 し、整備す ることとした。対象地

内には幅 1.5m、 長 さ25mの トレンチを設定 し、重機 と人力によって掘 り下げた。予想以上

に盛土 されていたため排土処理が困難 とな り、一部のみを掘 り下げ、土層堆積
。文化面の

確認 を実施 した。

7月 27日 より調査 を開始 し、記録図面の作成、及び写真撮影後の 8月 4日 に埋め戻 して

いる。引 き続 き暫定整備 と散策路の設定工事 を行い、 9月 27日 には御隠居曲輪南スポッ ト

公園のオープニ ング式 を拳行 し、散策路の渡 り初めを行 っている。

第 2節  調査の成果 (図 3・ 表 1)

1. :上    サ唇

対象地全体 にわた り東側か ら西側 にかけて、土砂や人頭大の礫が廃棄 されている状況で

あ り、建物解体 にともな うガラや礫が多数混入す る盛上が厚 く堆積 していた。その下層 に

灰色土 。黒褐色上が堆積 し、灰色土 までが盛土 と考 えられ る。盛土層は、東側で 1.28m、

西側では0.5mと な り、黒褐色土以下が文化層 となる。

2.出 土遺物
全 ての遺物 が盛 土層 か ら出土

点のみ を図化 してい る。

表 1 御隠居由輪出土遺物観察表

してお り、建物解体 に ともない混入 した もので あろ う。 2

図 出土位置 種 別・器 種
量    (伽 )

部位 観察所見 (調整・文様 。その他) 月台 土 色  調 備 考 (時代等)
日 底 径 器 高

3 1 一  拓 磁器 皿 (148)
縁
底
日

一
蛇ノロ高台 密 灰白色

3 一  括 磁器 碗
日縁
～体部

密 灰白色

-1-
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第 2章 主 郭 部

第 1節 調査の概況

1.調査に至 る経緯

平成 7年か ら実施 している史跡武田氏館跡整備基本構想・基本計画策定に関 る、基礎資

料収集 を目的 とした試掘調査の一環である。平成 11年度 までの調査成果 は『史跡武田氏館

跡発掘調査報告書』 II・ Ⅳ としてすでに刊行 している。平成 12年度は主郭部北東隅
。大手

馬出土塁 を、平成 12～ 13年度 にかけて無名曲輪の各地点 を調査 した。調査地点の選定に際

しては、史跡武田氏館跡調査団会議 に諮 り、検討・承認 を経 ている。

2.調 査地の概要

主郭部 は、二町四方 となる方形の郭で周囲に上塁 と堀が巡 る。現在、郭内は平坦化 して

いるが、近世の絵図によると石塁により何 区画かに区分 されてお り、『甲斐国志』は「東山

輪」。「中曲輪」 と、大 きく東西に三分 して呼称 している。 この石塁は武田氏減亡後、加藤

光泰 によって天正 19年か ら文禄元年の間に築かれた ものであ り、 これまでの調査 により東

西方向に築造 された石塁の基底部 を確認している。 また、郭内は自然地形の影響のため武

田氏の時代か ら南北軸で三段程度の段構造 となることが判明 している。

調査地点は、主郭部 (東山輪 )の北東隅に位置 し、北側郭への出入 り口に隣接す る。 こ

の出入 り日は、各種絵図では石塁などの表現が見 られ、外桝形虎 日と内側 に L字状 に折れ

た土塁が描かれ る。永禄年間の主郭部の建物配置 を描 いた とされ る「武田信玄公屋形図・

伝来之絵図」 (尊経閣文庫・他所蔵)は、この地点に「毘沙門堂・不動堂」な どを描 き、「甲

州古城勝頼以前図」 (恵林寺所蔵 )に は、「毘沙門堂前」。「立石 ア リ」の注記がある。
主郭の北東隅に位置 し、絵図な どの記述か ら宗教施設等の存在が予想 され、高 さ約 1.5m

の立石 も存在す るな ど、「甲州古城勝頼以前図」の注記 と行合 していた。調査前、この地 は

径 10mほ どの窪地 とな り、立石の周辺は一面 に礫が散乱 している状況であった。

3.調 査の方法 と経過

主郭部調査 は、平成 12年 7月 27日 か ら開始 している。任意 に 5mグ リッ ドを設定 したの
ち、基本土層 を確認す るため各グ リッ ドに トレンチを設定 し、人力で掘 り下げを行 った。

各 トレンチの上層堆積状況か ら、調査地点一帯がすでに大 きく削平 されている可能性が窺

われ、 8月 後半 には土塁基底部 を確認す るため、新 たに トレンチを延長 して調査 を続 けた。

この間、地形平面図の作成 も並行 して行い、11月 13日 にいったん調査 を終 了 している。他

の調査地点 と並行 して調査 を行 ったため中断 を挟みつつ実施 したが、 12月 19日 に写真測量

を、 12月 20日 には調査団会議 を開催 し、現地説明を行 っている。川砂・上の うな どにより

養生処置 を行 ったのち、重機で埋め戻 し、 12月 28日 に調査 を終了 した。
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第 2節  調査の成果

1.基本層序 (図 4・ 5)
前述 した ように、調査地点一帯 は径 10m程の窪地 とな り、 コンク リー ト片 も混 じる礫が
一面 に散舌としている状況であった。周囲か ら盛土 されている可能性が指摘 され、 トレンチ
の土層堆積状況か らも遺物 な どが混 じる文化層は確認で きず、地 山上 にガ ラス瓶や多量の

礫が混入す る土砂が堆積 していた。すでに遺構面が大 きく削平 されていると判断 したため、

新 たに北土塁 まで トレンチ を延長 し、土塁基底部 を検 出す ることによって文化層の有無 を

確認 した。土塁基底部 は現状地盤 より約0.5m上層で確認で き、地 山上か ら盛土 されている
ことが判明 した。土塁裾部 にまで削平が及んでいることや、包合層及び生活面がすでに失

われていることが確実 となった。古絵図の注記 と行合す る立石 も後世の盛土中に存在す る

ことが明 らか とな り、地 山を掘 り込んだ痕跡、他の石材 と組 み上 げている状況など全 く確

認で きなかった。

2.遺構 と遺物

北上塁 (図 5・ 表 2)

北二L塁 の規模 は、高 さ約 9m、 幅約 23mを 測 り、】ヒ側 に幅 16mの空堀が ある。調査の過
程で現状地盤 より約 0.5m上層か ら土塁の基底部 を確認 した。焼土・炭化物が混 じり、厚 さ
約 10cmに 固 く叩 き締め られていた。地 山上か ら構築 されていたが、地山を整形 した痕跡 は

確認で きなかった。

土塁か ら出上 した遺物 は 2点 (図 5-5・ 6)を確認 した。 どち らも基底層か ら検 出 し
ている。 5は捏鉢 あるいは悟鉢の底部片であ り、いわゆる「在地系」 と呼ばれ るものであ
る。 6は瀬戸美濃天 目の小片である。体部下半のみであるが、大窯 1段階であ り、外面下
半は露胎 となる。他 は トレンチ掘 り下げに際 して出上 した遺物である。 1の かわ らけ、 7
の青磁皿 は土塁裾部か ら出上 した ものである。表土付近か らの出上であるため一括遺物 と

した。 2～ 4の かわ らけ、 8の磁器碗 は盛土か らの出土である。混入遺物であることは明
らかであるが、かわ らけは戦国期の所産、磁器碗 は近代以降の所産であろ う。

表 2 主郭部出土遺物観察表 ( )復元値

図 出上位置 種 別・器 種
法  量 (cln)

部位 観察所見 (調整。文様・その他) 胎  土 色  調 備 考(時代等)
口径 底径 器高

5 l A-2G 土器 かわらけ 日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 鈍い赤褐色

5 2 A-lG 土器 かわらけ 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 鈍い橙色

5 3 B-lG 土器 かわらけ 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 鈍い橙色

5 4 B-lG 上器 かわらけ 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 鈍い褐色

5 5 北上塁 土器 捏鉢(?) (144) 底部 やや粗 橙色

5 6 北上塁 瀬戸美濃 天目茶碗 体部 外面体部下半露胎 やや密
胎土/灰白色
釉/黒褐色

大窯 1

5 7 A-2G 青磁 皿 底部 畳付無釉 密
胎土/灰白色
釉/緑灰色

5 8 A-lG 磁器 碗 (11.8)
日縁
～底部
畳付無釉、型紙描 繊密 灰白色



第 3節 ′Jヽ 括

調査地点一帯は、絵図な どの記述 か ら宗教施設等の存在が予想 され、注記 と符合す る立

石 も存在す る状況であったが、土塁裾部 にまで削平が及び、包合層及び生活面はすでに失

われていることが判明 した。

当初の予想 に反 して、館廃絶後 の、特 に神社建設 を契機 とした土地改変の状況が明 らか

となった。廃絶後、館跡 は概 ね三段階程 の改変 を受 けて今 日に至 っている。 (図 6)

I期、館廃絶後か ら武田神社建設 まで とす る。

現在、主郭の北西隅に天守台が存在す る。土塁の コーナーを利用 して東 。南面のみに石

積 がみ られ る。隅角部は大 きく崩落 し、館廃絶 に際 しての破城 の痕跡 と推定 され る。他 に

も、廃絶時 にこうした改変が加 え られていることイま予想 され るが、 それ らは構築物 にオ寸し
てのみであ り、郭内に限 り土地 に対す る改変 は少ない と考 えられ る。江戸時代 を通 じて館

跡の利用 は『甲斐国志』な どか ら断片的に知 ることがで きる。主郭部 は「法性大明神 ノ小

祠 ヲ置」いて祭 る空間 となった。主郭部 。西曲輪 は「松樹革莉の間」。「竹林茂密セ リ」 と

いった村人 もめったに踏 み込 まぬ空間であ り、村の共有地 とも言い得 る状態であったのに

対 して、梅翁曲輪・味噌曲輪・御 隠居曲輪 な どの周辺部 は「畠 トナ レ リ
・
」 と記 され、すで

に開墾 されイ国人所有の対象 となっている。土塁 と堀 によって囲 まれた空間 とその他では、

明 らかに異なる土地利用が J記 ら孝とる。

H期、館跡 は大正 8年の神社建設 を契機 に劇的に変化す る。
土塁 と堀 によって囲まれた空間であった郭内は、開放 された空間へ と変化する。南土塁

の中央 は崩 され、新たに参道の石段が設け られた。三段程度の段構造であった郭 内は北側

を削平 して南側 に盛土す ることによって平坦化 され、何区画か に区分 していた石塁 は崩 さ

れ、 あるいは埋め られた。今回確認 した北土塁の裾部か ら始 まる深 さ50cmの 削平 はこの時

の痕跡である。調査時、数石 に削岩機 の痕跡が確認 された。地 山に入 っている状態で、上

部のみ割 られてお り、大がか りな造成であった と推定で きる。

III期 、昭和 40年代の宝物殿建設時 と考 えられ る。

この時期、館跡 に宝物殿 。社務所 な どコンク リー トエ法 による建物が建設 され る。今回

の調査地 は宝物殿の背後 に位置 してお り、削平後 に行われた盛土 は、宝物殿建設 に ともな

う整地、基礎掘削時の建設残土 と推定で きる。盛土が、南 。西方向か ら行われたため、結

果的 に径 10m程の窪地 とな り、周辺一帯 に礫が散乱す る状況 になった と推定 され る。 こう
した過程 を経て、 コンク リー ト片、ガラス瓶、多量の礫が混入 し、今 日の状態 となってい

る。

宝物殿建設時 (昭和48年代)

(矢印は、削平・盛上の方向)

図 6調査地点地形変遷図

Ｈ
コ

Ⅲ
コ

I.館廃絶時 武田神社創建時 (大正8年 )
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第 3章 大手馬出土塁

第 1節 調査概況

1.調査地の概要

主郭大手上橋の東 には馬出土塁があ り、 さらにその東 を総堀が囲み、館 の東端 を画 して

いる。『甲斐国志』 は、「端門ノ前二馬 出シノ塁アル」 と記 し、総堀 について も「往F所堰 ト

云 ア リ相川 ノ水 ヲ引キ外郭 ノ溝二湛ユ」 と記述す る。各種古絵図の中で、大手馬出土塁 と

総堀 を記載す る絵図は「諸国古城 之図」 (広 島市立中央図書館 )。「府 中古城 図」 (静嘉堂文

庫 )な ど数点であるが、馬出土塁はいずれ も鍵形の形状 に描かれている。石塁 として表現
され るものが大部分であ り、 注記 され る規模 は長 さ20FHl(約 36m)か ら13FHH(約 23m)ま で
様 々である。

現状、馬出土塁は高 さ約 2m、 長 さ20m、 幅 10mの 一文字形 とな り、 その周囲に石積 を

施 し、周辺 よリー段高い畑地 として利用 されていた。総堀 との間に形成 され る土塁前方の

空間は東西約 47m、 南北約 22mの方形 とな り、水田 として利用 されていた。

2.調 査の方法 と経過

調査 は、平成 12年 7月 27日 か ら開始 している。馬出土塁か ら総堀 までの空閑地 も合 め、

幅 2m、 長 さ45mの トレンチを上塁 に直交 させて設定 した。土塁部分 は表土か ら人力 によ

り、 それ以外 は本田床土 まで重機 により掘削 し、以下 を人力によって掘 り下 げて調査 を行

った。部分的に遺構の規模 を確認す るため、 9月 以降 トレンチを拡張、 あるいは新たに設
定 して調査 を続 けた。12月 19日 に写真測量 を、翌 20日 には調査団会議 を開催 し現地説明 を

実施 している。川砂・ 上の うによ り養生処置 を行 ったのち、重機 で埋め戻 し、 12月 28日 に

調査 を終 了 した。

第 2節 調査の成果

1.基本層序

土塁部分 は厚 さ約 0。 2mの表土が覆 うのみであった。土塁東側 の空間は、水 田 として土地

利用 されていたため耕作土・床土、 さらに水田造成 に ともなう盛上が確認 され、遺構確認

面 は地表下 0.4～ 0。 7mに ある。盛土 は、北東か ら南西方向、及び東側 の総堀方向か ら西側
の土塁方向にかけて行われてお り、遺構確認面 も東か ら西 にかけて深 くなっている。現況

図か ら判断す ると、総堀 に沿 う土塁幅 は、馬出付近か ら東端 にかけて著 しく狭 くなってい

る。主郭北東部分で約 17mあ った上塁幅が、大手付近では 8mと その規模 を半減 し、東端
は幅 3mと なっている。
館 の廃絶後、本田に転換す るため造成 を行 っているが、 この際、総堀 に沿 う土塁 を削平

しているのか もしれない。検 出 した遺構 も トレンチ西側 は数多 く、重複 して検 出され、そ

の一方で、 トレンチ束端では遺構 も少 な く散見す る状態であった。

-9-



2.遺構 と遺物

(1)1 1タイヨヨ≧ (図 7 ・ 11・ 12・ 14)

馬 出土塁 に設定 した トレンチ 1～ 3で確認 している。現況の石積 か ら約 1.5m内側 に 存
在 し、幅 5.6m、 高 さ lm、 5段程度の石積が残 っている。北側 は現況石積 (3号石列 )構
築 に際 し、取 り壊 されている。すでに上部 は削平 されているが、土地区画 として確認で き

る南北20mの範囲には、残存 しているもの と推定 され る。
土層堆積 か ら構築以前、 1号堀が存在 していたことが分 か る。堀 を埋めた後、東西両側
に石積 を施 し、石積背後 は小礫 を混入 した土砂で鴇 き固め、内部 は礫の赤を充填 している。

部分的であるが、東側石積 は長 さ 6mに わた り確認 した。最 も良 く残 る箇所で高 さ lm、
5段の石積が確認で きる。西側石積 は、大部分が取 り壊 されてお り、崩れかけた部分 もみ

られた。部分的であるが、長 さ3.6m、 高 さ0.5m、  2段の石積 を確認 した。使用 されてい
る石材 は、安山岩 を主体 とし、花南岩 も数石混 じる。長径 0.6m程度の 自然石 を用い、粗割
石 も僅かに確認で きる。上下の石材 との重ね積みを避 け、表面 より控 えを長 く取 り、石尻

を下げて積 まれている。石積 の勾配 は、基底都か ら 2段程度が 85度前後、それ以上 は77～ 78

度であ り、全体的に急勾配 となる。

出土遺物 は、かわ らけ 。捏鉢 。内耳鍋・瀬戸美濃陶器 。常滑甕 。青磁 。青 白磁・石製品

が出土す る (図 22.図 23-1～ 12)。 常滑甕の破片が多 く、周辺一帯か らも出土す る。その
他、石塁崩落土中か らも多 くの遺物が出土 している (図 23-16～ 22、 図24-1～ 15)。

(2)1号堀 (図 7・ 11～ 13・ 15)

トレンチ 1・ 2で確認 している。 1号石塁構築以前に存在 した堀であ り、他の遺構が掘
り込 まれ規模 などが不明瞭であるが、深 さ2.65m、 幅3.30mと なる。 トレンチ 5で も堀の
落 ち込みを一部確認 した。

トレンチ 1石塁基底部か ら、地 山上 に約 0.4mの盛土整地層 を確認 したが、 トレンチ 2か
らはこの層 を確認で きなかった。石塁構築 に ともなう盛土整地 と考 えていたが、土層堆積

か らは不 自然 な結果 とな り、堀 にともな う土塁などの痕跡 と考 え られ る。

出土遺物 は、かわ らけ 。常滑甕・青磁碗 。白磁皿・染付碗 な どがある (図 25-1～ 11)。
石塁基底部の盛土整地か ら出上 した遺物 (図 23-13～ 15)、 その他、攪乱層か ら出上 した遺

物 な ど (図 25-12～ 22)も ここに合めてお く。

(3)I耳ラU

石積 とす る遺構 も含 まれ、 また、今後の調査 によっては石積 となるもの もあるが、調査

時点での遺構名 をその まま使用 した。

1号石列 (図 H)
トレンチ 2で確認 している。長 さ 3mに わた り、長径 0.5m程度の礫 を 6石用い東西方向
に並ぶ。石列背後 は小礫が混 じる土砂 で回め られ、前面 には、石列 と同規格の礫 も散見 し、

約 0。 8mの範囲に多数の礫が集 中す る。土層状況 はU字状 の掘 り込みに、砂粒が混入 し、礫
のみが堆積 していた。側溝 な どの痕跡 と考 えられ、 2号石列 とともに建物区画 を形成 し、
その前面 に側溝が付設す る。

出土遺物 は、かわ らけ 。瀬戸美濃陶器・常滑甕である (図 24-16～ 21)。 石列 を境 に南北
に分かれ、 しか も、全て覆土出土であるため、石列 にともな うものか明確 でない。

-10-
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I表  土  層
2橙 褐 色 土 層 水田床土
3褐 灰色粘質土層  1号溝埋土
4灰 褐色粘質土層  1号溝埋土
5灰 褐 色 土 層  8層 まで水田造成土
6褐 灰 色 土 層
7褐 灰 色 土 層
B灰 褐 色 土 層
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349000-―

348500-

348000-
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層
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30暗褐色粘質土層
31 暗黄褐色粘質土層
32褐 色粘質土層
33暗褐色粘質土層
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35暗褐色粘質土層
38灰褐色粘質土層
37褐灰色粘質土層
38灰黄褐色粘質土層
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51褐 色粘質土層
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に
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水
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小
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く
含
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し
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ま
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乱
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土
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粒
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。
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2号石列 (図 11)

長 さ1.25m、  1号石列 と直交 して南北方向に並ぶ。小振 りの石 を用い、一吉Бに石様iがみ
られる。石列 を境 に土層が異な り、 西側 は落ち込みが確認で きる。 1号石列 とともに 1号
堀が埋め られた後、構築 されている。

出土遺物 は、石製品一点であるが (図 24-22)、 土層か ら判断すれば堀の堆積層出上であ

る。

3号石ラJ(図 12～ 14)
トレンチ 3・ 4で確認 した。馬出土塁の北側 を画す石積である。高 さ約 lm、 長 さ5。 95
mを検 出 した。川原石 を用い、落 し積 み となっている。 これを境 に北側一帯は土層堆積が

大 きく異な り、砂礫上が厚 く盛土 され、径 lmを 越 える巨石 も混 っている。 3号石列構築
によって 1号石塁は破壊 され、北側への続 きは全 く不明 となる。

出土遺物 は、砂礫上の盛土中か ら近代陶磁器 とともに、かわ らけ 。内耳鍋・ 常滑甕が出

土 している (図 24-23=25)。

4号石列 (図 13)

トレンチ 4北端で確認 した。壁際に接 し、周辺に多数の石が散在す る中にある。遺構 と

すべ きか不明瞭な部分 もあるが、列 をな し、石材の長軸 を揃 えて重ね られた部分 も見 られ

たため石列 とした。南北方向にわた り、長 さ2.97mを 検 出 した。若千蛇行す るが、一石の

み大 きな石 を用い、他 は小振 りの石 を使 っている。

遺物 は、図25-25～ 27に 図示 した。かわ らけ 。常滑甕・石製品であるが、遺構 にともな

うか不明である。

御)集石状遺構 (図 8・ 16)

トレンチ 1で確認 した。 1号堀・ 2号溝が近接 して存在す る。長径 lmに 達す る巨石や
礫が、平滑な面 を揃 え、 2m程 の範囲に集中 して存在す る。土層では、 2号溝の石積か ら
1号堀の埋土面 にかけて整地 された状況が明 らかであ り、石材の平滑な面 を揃 え埋め込ん

でいることな ど、盛土整地の痕跡 と考 えられ る。

出土遺物は、かわ らけ 2点 (図 25-23.24)を 図示 した。

(5)'毒

調査では10条の溝 を確認 した。今後の調査 によっては見直 しす るもの もあるが、調査時

点での遺構名 をその まま使用 した。

1'寺 (図 7・ 11。 12・ 14)
1号石塁東側前面 に位置 し、 トレンチ 1・ 2か ら検 出 している。幅 0.25m、 長 さ約20m
にわたる石積の溝で、南流す る。上部 に積み足 しが確認で き、現状の馬出土塁東側 を画す

石積 となっている。部分的に卒み、積み直 しの痕跡 も窺 えるが、基底部 より 2段、高 さ0.

5～ 0.7mが当初の石積であろう。長径 lmを 越 える巨石 も使 い、上石 を直下の二石で支 え
るなど一定の技法が観察 され る。 1号石塁 との関係 を把握す るため、断ち割 り調査 を行 っ
たが、各地点の上層堆積が全 く異な り、複雑な様相 を呈 している。近年 まで、水田水路 と

して使用 され続 けた らしく、石積 にコンク リー トの擁壁 を付 け足 し、 さらには、埋没 した

後 も塩 ビ管 を埋設 して使用 されていた。

出土遺物 は、かわ らけ・ 常滑甕がある (図 26-14～ 18)。

-16-



008.6レ85

と|}表
土 層
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4茶 褐 色 土 層
5灰 色粘質土層
6混礫灰褐色粘質土
7 明褐灰色砂質土層
8褐灰色粘質土層
9褐 灰 色 土 層
10灰 色粘質土層
l]明 灰褐色土層
12褐 色 土 層
13灰 褐 色 土 層
14混礫褐灰色土層
15混礫捐灰色土層
16混礫捐灰色土層

水田床土

]号溝埋土

10層まで1号溝堆積土

13層まで]号溝東側石積構窯土

]B層まで1号溝西側石積構築土

48層まで]号石塁埋没上

52層まで1号石塁構築土となるか
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17混礫褐灰色土層
18捐灰色粘質土層
19灰 褐 色 土 層
20褐 色 土 層
21褐 色 土 層
22茶褐色粘質土層 26層までピット23覆土
23灰褐色粘質土層
24暗捐色粘質土層
25褐灰色粘質土層
26掲 灰 色 土 層
27混礫褐灰色砂質土層
28 明褐灰色砂質土層

29褐 色粘質土層
30灰黄褐色粘質土層
31暗 褐 色 土 層
32暗褐色砂質土層
33灰褐色粘質土層
34晴灰褐色粘質土層
35明 褐灰色砂層

(2号石列)

9

38褐 灰 色 土 層
37褐 灰 色 土 層
38褐 灰 色 土 層
39灰 色粘質土膚
40掲 灰 色 土 層
41 暗灰褐色粘質土層

42灰 色粘質土層
43混 礫褐色土層
44灰 褐 色 土 層
45灰褐色粘質土層
46褐 色 土 層
47褐灰色粘質土層
48灰 褐 色 土 層
49明 褐灰色土層
50明 褐灰色土層
51掲 色 土 層
52掲 色 土 層
53褐 色 土 層
54掲灰色粘質土層
55褐 色 土 層
58混礫灰黄褐色土層
57暗褐色粘質土層
58暗黄褐色粘質土層
59暗褐灰色粘質土層
80暗捐色粘質土層
61灰 褐 色 土 層
62黄 褐 色 土 層
68黒掲色粘質土層
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65褐 色粘質土層
68晴褐色粘質土層
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66層まで1号堀埋土
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一

□―D E― E 土層
,表  土  層
2褐 灰 色 土 層 黄褐色砂礫粒を含む。 3層まで

'号
溝覆土。

3灰 色粘質土層 鉄分を多く含む。
4褐 灰 色 土 層 粘性があり、しまりがない。 3号石列構築土。
5混礫掲灰色土層 中礫を主体とし、小礫を含む。 8層まで 1号溝西偵J石積構築土。
8混礫褐灰色土層 小礫を多く含む。
フ 混礫褐灰色土層 小礫を多く含み、粘性が強く、しまりがない。
8褐灰色粘質土層 炭化物粒を僅かに、小礫を少々含む。
9褐灰色粘質土層 小礫をやや多く、炭化物粒・焼土粒を僅かに含み、ややしまりなし。 10層まで 1号石塞埋没土。
10灰 褐 色 土 層 炭化物粒を僅かに、砂粒をまばらに含み、粘性がある。
11明 褐灰色土層 粘‖生があり、しまりがない。
12明 褐灰 色土層 ]]層よりも砂粒がやや多くなる。
13褐 色 土 層 炭化物粒・小礫・砂粒を含み、粘性があり、しまりがない。
14褐 色 土 層 小礫 砂粒を含み粘性があり、しまりがない。
Ⅲ5黄 褐 色 土 層 炭化物粒 焼土粒 遺物粒を少々、小礫・砂粒をまばらに含み、粘性があり、ややしまりがある。
16黒褐色粘質土層 炭イヒ物粒・焼土粒を少々、小礫 砂礫粒を含む。
17黄 褐 色 土 層 15層よりも小礫・砂粒を多く含む。遺物粒を含み、粘性があり、ややしまりがある。
18褐 色粘質土層 炭イヒ物粒を少々、小礫をまばらに含み、しまりがない。
19暗褐色粘質土層 中礫を多く含み、粘性が強く、ややしまりがない。 15-19層まで 1号堀埋土。
20地    山
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A―バ  B― B′ 土層
]表  土  層
2明 黄褐色砂層
3明褐灰色砂質土層
4褐 灰 色 土 層
5灰 褐色砂質土層
6明 褐灰色土層
7灰 策褐色土層
8黄 褐 色 土 層
9灰 褐 色 土 層
10混牒明灰褐色上層

5層まで盛土

耕作土

3号石列埋没前の表土層

小礫・灰色土粒を少々、炭イヒ物粒を僅かに含み、粘性がある。

小礫を多く、炭イヒ物粒を僅かに含み、粘性がありしまりがない。

小～中礫を多く含みややしまりがある。

小～中礫を主体とする。

12灰 褐 色 土 層
13暗褐色粘質土層
14礫     層
15掲 色 土 層
16褐 色粘質土層
17黄 褐色砂礫層
18褐灰色粘質土層
19 皓灰褐色粘質土層

20褐灰色粘質土層
21黒 褐色粘土層
2223地 山

小礫をやや多く、炭化物粒を僅かに合み、粘性があり、しまりがない。

小礫を少々含み、ややしまりがない。

中礫を主体とし、小～中礫の礫間に僅かに褐色土が混じる。 1号石星裏込め。

小礫を少々、砂粒をやや多く倉み、僅かに粘質で、ややしまりがない。 1号石霊構築整地層。

小礫をやや多く、炭イと物粒・焼土粒を僅かに含みしまりがある。 21層まで3号石列構築整地層。

砂礫粒を主体とし、よくしまる。 1ト レンチ 1号石塁43層 に対応するか。

小礫・炭化物粒・焼土粒を少々倉み、ややしまりがある。

小礫をやや多く、炭イヒ物粒 焼土粒を僅かに含みしまりがない。
砂礫粒を少々、炭イヒ物粒・焼土粒を僅かに含みしまりがある。

小礫・炭イヒ物粒 焼土粒を僅かに含み、粘性が強く、しまりがある。
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8ト レンチ

図 12 大手馬出土塁 ト
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2号溝 (図 8・ 16)

トレンチ 1で確認 し、 3号溝が近接す る。幅 0。 4m、 深 さ0.3mを 測 り、南流す る石組水
路 となる。土層堆積 では、 1号堀な どを埋めた盛土整地層 を掘 り込んで構築 されてお り、
最終期の遺構 と考 えられ る。東側 には長径 0.5m程の礫 を用い、西側 は小振 りの礫 を一部重
ね積み している。

出土遺物 は、かわ らけ・ 常滑甕・壁土がある (図 26-19～ 24)。

3号溝 (図 8・ 17)
上幅 1.0～ 1.4m、 深 さ約 0,4mを測 り、 2号溝 と近接す る。並行 して南流 し、盛土整地層
を掘 り込み構築 され る。周辺か ら壁土の出土 もあ り、土塀 な どの存在 を推定すれば、 2号
溝 と一対で理解で き、土層堆積状況か ら同時存在が明確である。

出土遺物 は、かわ らけがある (図 26-25)。

4号溝 (図 9。 17)

トレンチ 1の壁際か ら検 出 した。 7・ 9号溝 と重複 し、確認 した範囲で長 さ13mに わた
り、幅 0.2m、 深 さ約 0。 2mを 測 る。東西方向の溝 となるが、東西両端でその方向を変 え、
L字状 に曲が るらしく、土層断面 も僅かに両端が深 くなっている。遺構覆土上 に本田造成
時の盛上が覆 うため、最終期の遺構 と考 えられる。

5号溝 (図 8・ 17)

トレンチ 1の壁際で確認 した。 2号溝 と近接 し、確認 した範囲で長 さ4.5m、 幅 0.45m、
深 さ約 0.22mを 測 る。整地層 を掘 り込んでいるため、最終期の遺構 と考 えられ るが、同時
期の 2・ 3号溝 との関係 な ど全体の様相 は明確ではない。
出土遺物 は、かわ らけがある (図 26-26～ 28)。

6号溝 (図 9。 18)
トレンチ 1か ら、 4・ 9号溝 と重復 して確認 した。幅約 1.8m、 深 さ約 0.3～ 0.4mを測 り、
車曲線 を違 える溝 となる。土層堆積か ら判断 した新旧関係 は、 6号溝が古 く、 4号溝が最 も
新 しい遺構 となる。

出土遺物 は、かわ らけ (図 26-29～ 31)を 3点取 りあげた。いずれ もロクロ成形 され、
底部 に糸切 り痕 を残す もの となろう。

7号溝 (図 9。 18)
トレンチ 1か ら 9号溝 と重復 して確認 した。幅約 0.6m、 深 さ約 0.13mを 測 り、 4号溝 と
並行 し、 ともに最終期の遺構 と考 えられ る。遺物が集中 していたため溝 としたが、全体の

高勢ロイより可¬驚ЧOイまない。

出土遺物 は、かわ らけ 。片 口鉢 。染付がある (図 27-1～ 8)。 かわ らけは、ロクロ成形
され、底部 に糸切 り痕 を残す もの、二次使用 され被熱 により瓦質化 し、溶融物が付着す る

ものがある。

8号溝 (図 8・ 17)
トレンチ 1の壁際、 3号溝 と重複 して確認す る。確認 した範囲で、幅約 0.35m、 深 さ約
0.05mを 測 り、 4・ 5号溝 と同軸 とな り、壁際か ら検 出され る。 2・ 3号溝 との関係 な ど
全体の様相 は明確ではない。

-22-



(1号石塁石積狽」面)

(1号溝 )

バ~35Cl,500

349,50Cl

-348,500

B′
――――-350,l100
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-349,000

-348,500

0             4m

図 14 1号石塁。1号清・3号石列石積側面図
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9号溝 (図 9。 18)

トレンチ 1か ら 4・ 6・ 7号溝 と重復 し、幅約 1.27m、 深 さ約 0.26mを 測 る。 土層状況

か ら、埋没 した 6号溝 を掘 り直 した もの と考 え られ、規模 は縮小 す る ものの並 行 して構 築

され る。 その後 、 4・ 7号溝 が新 た に造 られ て い る。

10号
'寺

(図 8・ 17)

トレンチ 1に位 置 し、 3号 溝 と重複 して確 認 され た。長 さ1.53m、 幅 0.24～ 33m、 深 さ
約 0.07mを 浪1る 。僅 か な確 認 の ため全体 の様相 は不 明確 で あ る。

俗)上坑

調査 で は 3基の土坑 を確 認 した。今後 の調 査 に よっては見 直 し、変更 す る もの もあろ う

が、調査 時 点 での遺構 名 をその まま使 用 して い る。

1号 土坑 (図 8・ 18)

トレンチ 1に位 置 し、 1号 堀・ 集石状遺構 が近接 す る。一部調査 区外 とな るが 、南北 2.
22m、 東西 2.10m、 深 さ0.55mを 測 る。底 に焼 上 の堆積 が あ り、大量 の小礫 と と もに土器

片が多数 出土 した。廃棄 土坑 な ど と考 え られ、 1号 堀 な どを埋 めた盛 土整地 層 を掘 り込 ん
でお り、最 終期 の遺構 と考 え られ る。

一括遺物 と考 え られ、 多数 のかわ らけ片 とと もに 。白磁皿 が ある (図 26-1～ 13)。

2号土坑  (図 10・ 19)

トレンチ 1の東端 で、 3号 土坑 と重複 して検 出 した。一部調査 区外 とな るが、 南北約 0。
75m、 東 西 0。 98m、 深 さ 0。 12mを 測 る。遺構 覆 土上 に本 田造成時 の盛 上 が覆 って い るため、

最終期 の遺構 と考 え られ るが、 出土遺物 もな く詳細 は不 明で あ る。

3号上坑 (図 10。 19)
2号土坑 と重複 し、 トレンチ 1の 東端 か ら検 出 した。一部調査 区外 に広 が るが、 長軸約
0.65m、 短 車由0.53m、 深 さ0.18mを 測 る。土層堆積 か ら、 2号 土坑 よ り古 く位 置づ け られ
るが、 同様 に本 田造成時 の盛 上が覆 ってお り詳細 は不 明で あ る。

(7)掘 立柱 建物 (図 21)

トレンチ 1か ら、 3・ 9号溝 と重複 して検 出 した。調査 区外 に広 が るため定 か で はない

が、 ピ ッ ト12～ 17で構 成 され、南北 1間 、東西 1間半 の規模 を有 す。調査 で は、 この周辺

が最 も重複 が激 しく複雑 で あったが、土層堆積 か ら 3・ 9号溝 に先行 す る と考 え られ、最

も古 い遺構 とな る。

ピッ ト16か ら、 かわ らけ 。青磁碗 が 出土 す る (図 27-10～ 11)。

(8)ピ ッ ト (図 19。 20)

調 査 で は23基 の ピッ トを確 認 した。 トレンチ 2か ら 1基確 認 した以外 、他 は トレンチ 1
か ら検 出 して い る。 ピッ ト12～ 17は掘立柱 建物 を構 成 す るが、 その他 、列構 成 とな る もの

も確 認 で きなか った。掘 り込 みが極 めて浅 い もの、遺物 が ともなわない もの な ど もピ ッ ト

として扱 って い る。
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表 3 ピットー覧表 (大手馬出土塁 )

(動遺構外遺物 (図 27-12～ 40・ 図 28Ⅲ 29)

整地・盛土層出土な ど遺構 にともなわない遺物 を取 りあげる。多 くの遺物が出上 してい

るが、大苦[分はかわ らけ片であ り、 陶磁器・石製品 も僅 かに 見́られた。
本田造成土 (図 27-12～ 15)・ 整地層 (図 27-16～ 19)か ら出上 した ものをあげた。整地

層 は最終期の遺構築造 に際 し行われ、水田造成 は館廃絶後 に実施 され、両者 には時間差が

存在 している。かわ らけ 。捏鉢・ 白磁皿 。青磁碗・灰釉端反皿 などが出土す るが、遺物 か

ら時期差 を判断す るのは困難である。

図27-20～ 24は 1号石塁基底層の直上 より出上 した ものである。かわ らけ・常滑甕が出

上 し、館廃絶直後 の遺物 と考 えられる。

図27-25以下、各 トレンチの一括出土遺物である。かわ らけは全てロクロ成形 され、底

部 に糸切 り痕 を残す ものであ り、二次的に使用 され、ススの付着がみ られるもの (図 27-
25・ 37・ 図28-18)、 溶融物が付着 し被熱で瓦質化 してい るもの (図 27-31)が ある。他 に、

捏鉢 。白磁端反皿 。青磁碗 。染付皿・瀬戸美濃天 目・灰釉丸碗・丸皿・ 常滑甕 などが ある。

石製品は全て、表採遺物であった。

現

「

恒

番号 平面形態 √亀革由 短軸 1条さ 土 層 堆 積 備 考 (出土遺物・重複関係等)

1 楕円形 焼上 。炭化物を含む。礫が多数、混入する。

2 略円形 焼土・炭化物を含む。

円形 焼土・炭化物を合む。

長楕円形 焼土・炭化物を合む。 ピット11と 重複。

5 略円形 黄褐色土粒が混じる。上面に礎石様の平石あり。

長楕円形 炭化物・黄褐色土粒が混じる。

7 楕円形 炭化物・黄褐色土粒が混 じる。

楕円形 ? 炭化物が混 じる。

不整円形 ? 焼土・炭化物を合む。整地層を掘 り込む。 3号溝と重複。

略円形 ? 9号溝と重複。

楕円形 ? 柱痕跡あり。覆土直上に整地層が覆う。 ピット7・ 集石状遺構 と重複。

円形 ? 焼土・炭化物を含む。掘立柱建物柱穴となる。 4号溝と重複。

不整円形 ? 焼土・炭化物を含む。掘立柱建物柱穴となる。

方形 ? 焼土・炭化物を合み、柱痕跡あり。掘立柱建物柱穴となる。

? ? 焼土・炭化物を合み、柱痕跡あり。掘立柱建物柱穴となる。 4・ 9号溝と重複。

不整円形 ? 焼土・炭化物を合む。掘立柱建物柱穴となる。 3号溝と重複。

円形 ? 焼土・炭化物を合み、柱痕跡あり。掘立柱建物柱穴となる。 3号溝と重複。

略円形 ? 焼土・炭化物を含む。 7・ 9号溝と重複するか。

略円形 3 焼土・炭化物を合む。

円形 焼土・炭化物を合み、柱痕跡 (?)あ り。

円形 6。 9号溝と重複。

略円形 ? 8号溝と重複。

不整円形 焼土・炭化物を含む。
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調査では多 くの遺構・遺物が確認 された。検 出 した遺構 は重複関係 あるいは盛土整地状

況か ら何時期かの変遷が捉 えられている。最 も重複が激 しかった掘立柱建物跡周辺では、

掘立柱建物→ 9号溝→整地 。3号溝構築 とな り、盛土整地後 に構築 された遺構が、最終期
と位置づ けられ る。 これまで主郭部及び周辺曲輪の調査 により、館跡の 6時期の変遷が把
握 されているが、 この地点では 3段階程度の変遷が想定で きる。個 々の遺構 ごとに観察す
れば 9号溝 に先行す る 7号溝 も存在 し、複雑 な様相 となる。館の変遷 と個 々の遺構変遷 と
の整合作業が急務 となる。

最終期の遺構 は盛土整地 を実施 して構築 されているが、整地層は石塁基底部か ら東側へ

約23mに わた り広範囲に認め られた。調査では、重複 して検 出されていた遺構が、 トレン
チ東側で極端 に少な く散見す る状態 となる。上層堆積では、 こうした遺構空白地 に盛土整

地が及んでお らず、す りあわせている状況であった。今後、大手 という空間の中で、土塁

な ど築造物の存在 も推定 しなが ら検討 していかなければな らない。

非常に大 まかであるが、 この地点は盛土整地前後の段階で様相が一変す る。最終期、幅

約 10mの 規模 を有 し、馬出空間を画 していた堀 と土塁は、削平 を受けて埋め戻 された。上
塁基底層 を利用 して構築 された石積 は、 lmほ ど残存 していたが、高 さ 2m程 度の低石垣
であ り、馬出土塁は礫石のみによる構造物へ と変化 している。前面 には通路 と推定で きる

約 2mの 空間を隔て 1号溝が並行す る。その他、 2～ 5、 7号溝が同時期 と考 えられ るが、
いずれ も石塁に平行 もしくは直交 し、計画的な設計配置が推定 される。

石塁 に上部構造物が存在 したか不明であるが、石塁基底部の幅約 5.6m、 構築角度 を78度、
高 さ1.8m(=1間 )と 推定すれば、天端幅は約4.8m(=2聞 4尺)と なる。両側 に 2尺
づつ控 えをとり、幅 2間の建物が上部構造物 として復元で きる。調査で石塁際に排水側溝
が確認 されなかったことか ら、雨水処理 に際 し、石塁幅に庇が納 まる設計 と推定 される。

石塁内部 に礫石のみが充填 されているのは、雨水が石塁内部へ浸透す るように構築 したた

め と考 えられ る。調査期間中にいただいた多 くの方々のご指摘 。ご教示か ら推定復元 を試
みたが、今後の検討課題 となろう。
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留
∞由
ｏロ

1興  ▲
349800

1 褐色粘質土層 炭化物粒 焼土粒・」ヽ礫を少々含み、よくしまる。
2褐 色粘質土層 焼土粒を僅かに、小礫・黄褐色土ブロツクを含みよくしまる。
3地    山

ピット1

>

1滉      i

l褐 色粘質土層 炭化物粒・焼土粒
を僅かに含み、し

まりがある。

A
349800~~

1 褐色粘質土腐 炭化物粒・焼土粒を少々含み
しまりがある。

ピ

　
　

　

　

Ａ

・

智
ω
ωｏｏ
レ

バ

一

ピット3｀ゝ
＼

1褐 色 土 層
2褐 灰 色 土 層
3褐色粘質土層
4灰 褐 色 土層
5灰 褐 色 土 層
6褐色お質土層

7褐色粘質主層
B皓褐色粘質土層
9 鵬 色箔貫土層
10褐 色粘質土層
11褐色粘質土層

12地     山

(ピ ツト11)

今
照)F ０

留
Φも
日

―
(ピ ット4)

分り
（1 掲色粘質土層 炭イЪ物粒 焼土粒 小傑を

少々 含み、しまりがある。

く、ス

ピットフ

4層まで集石状遺構覆土。

発普目則際移釜泳憾雄州こ亀緋施く

轟群静婆名笹織を進未ヒ歌ょくしま名

婆指毬窃農進を歩寿魯みと督芸
-3星

ろがぁる。
ピット4覆土。

。Ю
弯
粂
い
ヽ
つ

Ｖ
組
条
翠
翠

。や
嶼
条
譜
煮

′К
佃
里
奈
割
や
禦
尽
翠
巡
　
凹
引
Ｍ
契
劇
鯉
醍

ω

。Ю
囃
粂

慾
Ｓ

′К
佃
け
一条
割
Ｎ
ヽ
ゝ
口
〔
引
硼
哩
継

・
軍
燿
学
堅
　
凹
引
駅
望
ｄ
曜
　
一

判

ｏＤｏ．罵

1 褐色粘質土層 鎖 色砂礫粒をまばらに含み、よくしまる。

1灰掲色■層
悪牌ぁぢFお悪CξB榛揚ξ「

ばらに含み

2皓褐色粘質土層 黄褐色砂礫粒を少々含み、粘性が強い。

2・ 3号土坑、ビット1～ 7・ 11平面図・セクション図 19
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褐色粘質土層 小礫をやや多く、炭化物粒・明褐色粘とフロツクを
煙かに含み、粘性が強く、ややしまる。

●
Ａ

・
パ

　

Ａ
一

ピット9

349200

1 階 褐 色 土 層 3号蒲覆土。
2灰 褐 色 土 層 炭化物粒・焼土粒を含み、小礫が僅かに混る。粘性があり、

ややしまりがない。
3贈褐色粘賃上層 炭化物粒・焼土粒を含み、遺切が混る。
4黒褐色粘質土層 5屈まで整期目。
5褐 色 土 唐

349,100▲

ピット

348,900

褐e粘 質土属 炭化物粒・焼土粒を僅かに含み、
遺物が混る。

ピツト23/

Ａ「・‐ⅧⅧⅧ

バ
一

1災

]

2

3

4

ピット2i

349,000▲
バ
一

黒褐色粘質土層 7号湾覆土。
掲色粘質上層 炭化物粒・焼土粒・小礫を少々含み、粘性が強く

ややしまりがある。

褐色粘質土層 9号潜覆土。

今 (の 本

1哩

3491300盗

, 茶褐色粘質土層

2灰褐色粘質土層
3贈褐色粘質土層
4褐灰色粘質上層

5褐 灰 色 土 層

6 鰭褐灰色粘貫」冒
フ 地    山

砂礫 褐色粘止プロックを多く含み、
炭イし物粒が僅かに混る。よくしまる。

炭化物粒・焼士粒・小礫を僅かに含む。

小傑をやや多く倉み、しまりがある。

砂際粒・砂粒を多く倉み、小礫が混る。

粘性が強い。

砂礫粒 砂粒をやや多く含み、小礫が怪

かに混る。粘性があり、しまりがある。

整地唐。

ピ

抵
＼

3491000全

８
　
ω齢

Ｎ８

膀

1 暗褐色粘質土層 炭1ヒ物粒・焼土粒を含み、小礫が僅かに混る。
2褐 色粘質土層 炭イヒ物粒・黄褐色土粒を使かに含み、ややしまる。

ピット22

1 掲灰色粘貫土層 小礫を少々含み、粘性が強くしまりがある。

18～ 23平面図・セクション。エレベーシ ョン図 20 ピッ ト8～ 10、
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(ピット15)
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349700●
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・ CE

(ピツト18)

C′

El′

(ピット13)

E′

(ピツト14)

刊
霊
罵

|

掘立柱建物平面図・セクション

21暗灰褐色粘質劇唇 炭rヒ物粒 ,焼土粒 境士塊・小際を含み、
砂際地が多く混る。ややしまりかない。

22褐灰色粘質■層 黄褐色粘質■がまたらに混じり、炭化物
小礫をわすかに含む。しまりがある。
20～22層 ピツト12覆土。

23掲色粘質土層 波化物粒・焼■粒・蝶地を煙かに含む。

24皓貢褐色粘貫IE炭化物粒・境土れを優かに含み、しまりが
ある。

23・ 24層ピツト15覆土。

25褐 色粘質土層 炭化物粒・焼主粒をごく微量含む。粘性が
強くよくしまる。

26褐 色粘質土層 小擦を懐かに含み、粘性が強くややしまる。
25 26層ビツト16褒土。

27贈灰福色粘質主層 炭化物粒・焼土粒を含み、小礫州堕かに混
る。粘性か強くしまりがある。

28灰褐色粘賃土層 炭化物粒・焼土地を煙かに會み、粘性が強
くよくしまる。27・ 29Eピ ツト13覆土。

29げ鵜灰色砂買主層 花高岩印し粒を主体とし、炭イし物地力Чこか
に混る。

30褐 色 ■ 層 炭化効粗 燒土粒を煙かに含み、お性があ
りしまりがある。

29'30層ビツト14覆主。

31地   山

掴
、
Ｃ
・

,表  ■ 層
2糧 福色土E 水日床主
3灰 構色土層
4福 色 ■ 層
5褐 反 0■ 層
6黄褐色砂蝶とB
7階褐e絡貨土層 11層まで3号薄覆■e
8黒褐e4A」日
9皓 褐色土層
10皓 褐色■層
1,悟灰褐色■層
12褐 色粘質と層 4号溝覆土。

'3躇
褐色お貨土層 9号漕覆と。

,4反 櫓色■E ビット9環土。
15灰 褐色土層 17層まで整期日

16黒福色お質とE
lフ 褐 色 土 層

18灰櫓色粘貫主層 小躾,責褐色砂供粒を含み、脚ヒ物粒、
琉土粒を僅かに倉む。粘性が強く、しま

りがない。
19褐 0お資土層 用ヒ物粒、焼と粒を使かに含み、小様・

黄福t砂馘粒か混る。よくしまる。
18'19層 ピット17覆二

20褐色お質■層 脚ヒ物粒・焼主粒・費褐色砂礫粒をまば
らに會み、しまりがある。

図 21
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表 4 大手馬出土塁出土遺物観察表 ( )復元値

図 出上位置 種 別・器 種
Iフ葦      遷霊圭  (cm)

部位 観察所見 (調整 。文様 ,そ の他) 胎  土 色   調 備 考(時代等)
日径 底 径 器 高

1 1号石塁 土器 かわらけ (120) (25)
日縁
～底部

ロクロ成形、底部回転糸切り、
日縁部タール付着

やや密 鈍い褐色

2 1号石塁 土器 かわらけ 動
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 鈍い褐色

3 1号石塁 土器 かわらけ 体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 鈍い黄褐色

4 1号石塁 土器 かわらけ 底部 ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密 鈍い責橙色

5 1号石塁 上器 かわらけ 底部
ロクロ成形、底部回転糸切り後
粘土貼り付け

やや粗 鈍い黄橙色

6 1号石塁 土器 かわらけ 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや粗 鈍い褐色

7 1号石塁 土器 捏鉢 (146) 底部 外面指頭痕 密 ,表責橙色

8 1号石塁 土器 捏鉢 底部 外面指頭痕 やや密 橙色

9 1号石塁 土器 担鉢 体部 やや粗 鈍い褐色

1号石塁 土器 土鍋 (180)
体部
～底部
外面指頭痕 やや粗

内面/橙色
外面/鈍い褐色

1号石塁 土器 内耳鍋 体部 やや密 橙色

1号石塁 瀬戸美濃 天目茶碗 (100) 日縁
～体部
体部下半錆釉 密

胎上/浅黄橙色
釉/黄褐色

大窯 2

1号石塁
瀬戸美濃
灰釉端反皿

(2 1)
日縁
～底部
付高台、見込部印花文、輪ドチ痕 密

胎土/,い 責ヽ褐色
釉/浅黄色

大窯 2

1号石塁
瀬戸美濃
灰釉端反皿

日縁吉Б 密
胎土/浅黄橙色
釉/浅責色

1 1号石塁 瀬戸美濃 悟鉢 体部 街寺汗由 やや粗
胎土/灰白色
釉/灰褐色

1 1号石塁 瀬戸美濃 体部 密
胎土/鈍い責褐色
汗由/黒褐色

1号石塁 瀬戸美濃 体部 密
胎土/浅黄橙色
釉/鈍い責褐色

1号石塁 常滑 甕 日縁部 やや密
胎上/灰黄褐色
釉/灰褐色

1号石塁 常滑 甕 日縁言

“

密
胎土/灰白色
釉/鈍い赤褐色

1500～ 1550年

1号石塁 常滑 甕 一月 密
胎土/灰責褐色
釉/鈍い赤褐色

1号石塁 常滑 甕 打同言「 やや粗
内面/鈍い褐色
外面/灰褐色

1号石塁 常滑 甕 月同言B 密
胎土/灰責褐色
汗山/ε屯い赤褐色

1号石塁 常滑 甕 やや密
胎土/灰黄褐色
釉/灰赤色

1号石塁 常滑 甕 月同言F やや粗 橙色

l号石塁 常滑 甕 胴部 やや密 鈍い赤褐色

2〔 1 と号石塁 常滑 甕 1同部 やや粗
内面/灰赤色
外面/灰責褐色

2 l号石塁 常滑 甕 胴部 内面漆付着、指頭痕 やや密 鈍い橙色

3 1号石塁 常滑 甕 胴部 やや粗
内面/灰褐色
外面/橙色

4 1号石塁 常滑 甕 胴部 内面漆付着。指頭痕 やや密
内面/鈍い褐色
外面/灰黄褐色

5 1号石塁 常滑 甕 胴部 内面漆付着・指頭痕 やや密 鈍い赤褐色

6 1号石塁 常滑 甕 底部 密 鈍い橙色

7 1号石塁 青磁 折縁皿(?) 体部
～底部
高台畳付無釉、被熱 緻密

胎土/灰白色
釉/明緑灰色

13c後半～14c前半

8 1号石塁 青磁 酒会壷 (182) 底部 緻密
胎土/灰白色
釉/オ リーブ灰色

9 1号石塁 青白磁 梅瓶 体部 緻密
胎土/灰白色
TH1/明青灰色

1号石塁 石製品 茶臼 (374) (316) (77) 下 臼

l号石塁 石製品 担鉢(?)
1号石塁 石製品 ヒデ鉢 (?) (212)

1号石塁
下層42層

土器 かわらけ (120)
縁
底

日

一
ロクロ成形、底部回転糸切り やや粗 橙色

1号石塁
下層42層

上器 かわらけ 部
縁
底

日

一
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密 橙色
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( )復元値

図 出上位置 種 別・器 種
畢 (Cn)

部 位 観察所見 (調整 。文様 。その他) 胎  土 色  調 備 考 (時代等)
日 底 径 器 高

2
1号石塁
下層42層

上器 かわらけ (158) (88) (28)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

1号石塁
西側

土器 かわらけ (78) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや粗 橙色

l 号石塁
西側

上器 かわらけ (64) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 褐灰色

1号石塁
西側

土器 内耳鍋 体部 やや粗 橙色

1号石塁
西側

常滑 甕 】同言B 密
胎土/橙色
釉/責褐色

1号石塁
西側

常滑 甕 】鳳吉躊 密
胎土/橙色
釉/オ リーブ褐色

1
1号石塁
西側

常滑 甕 月同吉旧 やや粗 橙色

1号石塁
西側

常滑 甕 底部 外面ケズリ やや粗 橙色

24 1
1号石塁
東側

土器 かわらけ (124) (64) (26)
日縁
～底部

ロクロ成形、底部回転糸切り、
日縁部タール付着

密 鈍い橙色

2
1号石塁
東側

土器 かわらけ (124) (74) (26)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密 橙色

3
1号石塁
東側

土器 かわらけ 底都 ロクロ成形、底部回転糸切り 緻密 浅責橙色

1号石塁
東側下層

土器 かわらけ (94) (23)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや粗 橙色

5
1号石塁
東側下層

土器 かわらけ (72) (40)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

1号石塁
東側下層

土器 かわらけ (80) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

7
1号石塁
東側下層

土器 かわらけ (64) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや粗 鈍い黄橙色

1号石塁
東側下層

土器 鉢 (90) 底部 やや密 橙色

1号石塁
東側下層

土器 福鉢 体部 粗 鈍い橙色

1
1号石塁
東側

常滑 甕 やや密
胎土/橙色
釉/灰責褐色

11
1号石塁
東側

常滑 甕 胴部 やや密
胎土/鈍い赤褐色
釉/暗灰責色

1
1号石塁
東側

常滑 甕 胴部 やや密
胎土/灰黄褐色
釉/灰褐色

1号石塁
東側

常滑 甕 密
胎土/灰責褐色
釉/灰褐色

1号石塁
東側

常滑 甕 1同言B 密
胎土/鈍い褐色
釉/灰褐色

1 塁石

側

号

束 石製品

1号石列北 上器 かわらけ (46) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り 密 橙色

1号石列北 瀬戸美濃 体部 密 褐灰色

1号石列南 土器 かわらけ (110) (58) (25)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り 密 飩い橙色

1号石列南 土器 かわらけ (72) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り 密 鈍い橙色

1号石列南 常滑 甕 口縁都 密
胎土/褐灰色
荼由/灰褐色

1500～ 1550年

1 1号石列南 常滑 甕 舟同言「 密
胎土/灰白色
丼由/灰褐色

2号石列西 石製品 五輪塔 (?)
3号石列
北側

土器 内耳鍋 底部 ロクロ整形 やや密 鈍い橙色

4
3号石列
北側

常滑 甕 密
胎土/褐灰色
釉/鈍い赤褐色

3号石列
北側下層

土器 かわらけ 体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

1 1号堀 上器 かわらけ (120 (72) (22)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや粗

内面/橙色
外面/褐灰色

2 1号堀 土器 かわらけ (122) (64) (26)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや粗 橙色

3 1号堀 土器 かわらけ (90) (58) (18)
日縁
～底部

ロクロ成形、底部回転糸切り、
日縁部に炭化物付着

やや密 橙色
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復元値

図 出上位置 種 別・器 種 吉日位 観察所見 (調整・文様 。その他) 胎  土 色  調 備 考 (時代等)
日

4 1号堀 土器 かわらけ (8→ (70) (1
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 鈍い赤褐色

5 1号堀 上器 かわらけ (108)
口縁
～体部
ロクロ成形 やや密 橙色

6 1号堀 土器 かわらけ (5,4) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 鈍い赤褐色

7 1号堀 土器 かわらけ 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 鈍い橙色

8 1号堀 常滑 甕 胴部 密
胎上/褐灰色
釉/灰褐色

9 1号堀 青磁 碗 日縁言隅片切彫飼連弁文、被熟 緻密
胎土/灰白色
汗由/明オリーブ灰色

13c後半～14c前半

1号堀 白磁 菊皿 日縁部 級密 灰白色 15c後半 ?

1号堀 染付 碗 日縁部 内面四方欅文、外面革花文、銀頭心 緻密 灰白色 16c中頃～後半

1
1号堀
図7-22層

土器 かわらけ (104) (60)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや粗 橙色

1
1号堀
図7-22層

土器 かわらけ (10.2) (45) (22)
日縁
～底部
ロクロ成形 やや密 鈍い橙色

1号堀攪乱 上器 かわらけ (78) 底部 ロクロ成形 やや密 浅黄橙色

1号堀攪乱 土器 かわら (64) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

1号堀攪乱 上器 かわら す 6.働 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 鈍い橙色

1号堀攪乱 土器 かわら (7.8) 底部 ロクロ成形 やや密 橙色

l号堀攪乱 土器 かわら ナ (58) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 鈍い橙色

l号堀攪乱 上器 かわら (60) 底都 ロクロ成形 やや密 鈍い赤褐色

1号堀攪乱 土器 かわら (52) 底部 ロクロ成形 やや密 橙色

1号堀攪乱 土器 かわら (50) 底部 ロクロ成形 やや密 橙色

1号堀攪乱 土器 かわらナ (52) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 鈍い橙色

集石状遺構 土器 かわらけ (72) (50) (1.6)
日縁
～底部
ロクロ成形 やや密

内面/橙色
外面/鈍い黄橙色

集石状遺構 上器 かわらけ (60) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

4号石列南 上器 かわらけ (60) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

4号石列南 常滑 甕 】同吉E 内面指頭痕 密
内面/鈍い赤褐色
外面/灰黄色

4号石列南 石製品 茶臼 上国 軸棒孔直径約(21)cm

1 1号土坑 土器 かわらけ (13.6) (64) (27)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 浅黄橙色

2 1号土坑 上器 かわらけ (23)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

3 1号上坑 土器 かわらけ (22)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

4 1号上坑 土器 かわらけ (2.1)
日縁
～底部
ロクロ成形 やや密 橙色

5 1号土坑 土器 かわらけ (100) (20)
口縁
～底部
ロクロ成形 やや密 橙色

6 1号土坑 土器 かわらけ (112)
日縁
～体部
ロクロ成形 やや密 明赤掲色

7 1号上坑 土器 かわらけ
口縁
～体部
ロクロ成形 やや密 橙色

8 1号土坑 土器 かわらけ 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

9 1号上坑 上器 かわら ) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 鈍い橙色

1号土坑 上器 かわらケ 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

1号土坑 土器 かわら す 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

l号土坑 土器 かわら ナ 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

1号土坑 白磁 端反皿 日縁吉日 緻密 灰白色 15c後葉～16c前葉

1号溝 土器 かわらけ (162) (100)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 明赤褐色

1号澪 上器 かわらけ (12.4) (72)
日縁
～底部
ロクロ成形 やや密 明赤褐色

1号溝 土器 かわらけ (112)
日縁
―底部
ロクロ成形 やや密 明赤褐色

1号溝 土器 かわらけ 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密
内面/鈍い赤褐色
外面/鈍い責褐色

1号涌 常滑 甕 胴部 ヘラ削り、内面漆付着 やや密
内面/鈍い赤褐色
外面/暗褐色
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( )復元値

図 出上位置 種 別・器 種
法

部位 観察所見 (調整・文様 。その他) 胎  土 色   調 備 考 (時代等 )
日作挙

2号溝 上器 かわらけ (92) (60) (18)
日縁
～底部
ロクロ成形 やや密 明赤褐色

2号溝 土器 かわらけ 日縁
～体吉F
ロクロ成形 やや密 橙色

2号溝 土器 かわらけ (132)
日縁

～体部
ロ クロ成形 やや密 明赤褐色

2号溝 土器 かわらけ (59) 底部 ロクロ成形 やや密 鈍い橙色

23 2号溝 常滑 甕 胴部 やや密 灰褐色

2号溝 土製品 壁土 橙色

3号溝 土器 かわらけ (48) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 明赤褐色

5号溝 上器 かわらけ (100)
日縁
～体音「
ロクロ成形 やや密 浅責橙色

5号溝 土器 かわらけ (76)
日縁
～体部
ロクロ成形 やや密 鈍い赤褐色

5号溝 上器 かわらけ 日縁言『 ロクロ成形 やや密 明赤褐色

6号溝 土器 かわらけ (66)
口縁
～体言F
ロクロ成形 やや密 橙色

6号溝 土器 かわらけ (100) 底部 クロ成形 やや粗 橙色

6号溝 土器 かわらけ 口縁音Бロクロ成形 やや密 橙色

l 7号溝 土器 かわらけ (104) (56) (29)
日縁
～底吉[
ロクロ成形、底都回転糸切り やや密 橙色

7号溝 土器 かわらけ (60)
体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密 鈍い橙色

3 7号溝 土器 かわらけ (60)
体部
～底部
ロクロ成形 やや密 橙色

4 7号溝 土器 かわらけ (70) 底部 ロクロ成形 やや密 橙色

7号溝 土器 かわらけ (68) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 鈍い橙色

7号溝 土器 かわらけ (50) 底部
ロクロ成形、底部回転糸切り、
瓦質化、溶融物付着

やや密 責灰色

7 7号溝 土器 片日鉢 (?) 日縁言Б内面積ナデ やや密 鈍い橙色

7号溝 染付 盤(?) 底部 高台畳付～底部無釉 密 灰白色

ピット9 土器 かわらけ (60)
体部
～底部
ロクロ成形 やや密 鈍い赤褐色

1 ピット16 土器 かわらけ (66) 底部 ロクロ成形 やや密 鈍い橙色

11 ピット16 青磁 碗 日縁言[ 線描達弁文 密
胎土/灰白色
釉/オ リーブ灰色

15c後半～16c初頭

1
1ト レ
水田造成上

土器 かわらけ (134) (58) (25)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 浅責橙色 図9-9層出土

1
1ト レ
水田造成上

白磁 皿 (50) 底部 高台畳付無釉 緻密 灰白色
15c後葉～16c前葉
図9-9層出土

14
1ト レ

水田造成上
土器 担鉢 (?) 底部 やや密 橙色 図8-6層 出土

1
1ト レ
水田造成土 皿反

濃
端
美
釉
肺

灰
日縁吉卜 密

胎土/浅責橙色
汗山/浅黄色

大窯1(?)
図8-6層出土

1
レ
層
卜
地
１
整

土器 かわらけ (114) (60) (22)
日縁
～底部

ロクロ成形、底部回転糸切り、
瓦質化、内面溶融物付着

やや密 灰責色 図 9-14層 出土

17
1ト レ
整地層

土器 かわらけ (116)
日縁
～体部
ロクロ成形 やや粗 橙色 図 9-14層 出土

1
レ
層
卜
地
１
整

土器 かわらけ (80) (40) (20)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや粗 橙色 図 9-14層 出土

1〔

レ
層
卜
地
１
整 青磁 碗 体部

下半
鏑連弁文 緻密

胎土/灰白色
釉/明緑灰色

13c後半～14c前半
図9-14層 出土

レ
層
卜
地
１
整

土器 かわらけ (114) (70) (24)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色 図7-16層 出土

1ト レ
整地層

土器 かわらけ (136) (70) (28)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや客 橙色 図7-16層 出土

レ
層
卜

地
１
整 常滑 甕 頸部 密 灰褐色 図7-16層 出土

レ
層
卜

地
１
整

土器 かわらけ (70) (40) (19)
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色 図7-16層 出土

4
レ
層
卜
地
１
整

土器 かわらけ (58)
体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 鈍い橙色 図7-16層 出上

1ト レー括 土器 かわらけ 日縁
～底部

ロクロ成形、底部回転糸切り
口縁部スス付着

やや粗 鈍い橙色

1ト レー括 土器 かわらけ (124) (72) (24)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色
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( )復元値

図 辟: 出上位置 種 別・器 種
イ云   重  (cm)

部 位 観察所見 (調整 。文様 。その他) 胎  土 色   調 備 考 (時代等)
日径 底 径 器 高

1ト レー括 土器 かわらけ (105) (52) (30)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

とトレー括 土器 かわらけ (108) (58) (26)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り 密 橙色

1ト レー括 土器 かわらけ (112) (62)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや粗 橙色

1ト レー括 土器 かわらけ (104) (58) (28)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り 密 橙色

1ト レー括 土器 かわらけ (104) (54) (27)
口縁
～底部

ロクロ成形、被熟による瓦質化、
内面溶融物付着

密 明褐灰色

1 トレー括 上器 かわらけ (106) (54) (22)
回縁
～底都
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

1ト レー括 土器 かわらけ (72) (52) (13)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密 橙色

3� 1ト レー括 土器 かわらけ 日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

1 トレー括 土器 かわらけ (74) (50) (16)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや粗 橙色

1ト レー括 土器 かわらけ (64) (36) (18)
日縁

～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

1 トレー括 土器 かわらけ (112)
日縁
～打同音「
ロクロ成形、日縁部炭化物付着 やや密 鈍い橙色

1ト レー括 土器 かわらけ (100)
体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 暗灰黄色

1ト レー括 土器 かわらけ (74)
体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや粗 浅責橙色

1ト レー括 土器 かわらけ (90) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

1 1ト レー括 土器 かわらけ (60) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

2 1ト レー括 土器 かわらけ (64) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

3 とトレー括 土器 かわらけ (54) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや粗 橙色

4 とトレー括 土器 かわらけ (54) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り 密 橙色

5 1 トレー括 土器 かわらけ 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

6 lト レー括 土器 捏鉢 (208) (68)
日縁
～底部
ロクロ整形 やや密 橙色

7 1 トレー括 瀬戸美濃 天目茶碗 体部
下半
体部下半露胎 緻密

胎土/浅責色
釉/暗褐色

8 1ト レー括 碗

濃
丸
美
釉
戸
灰
瀬

日縁部 釣形印花文 密
胎上/灰白色
釉/浅責色

大窯 1

9 1ト レー括 常滑 甕 日縁部 密
内面/鈍い赤褐色
外面/灰褐色

1500～ 1550年

トレー括 白磁 端反皿 底部 高台畳付無釉 緻密 灰白色 15c後葉～16c前葉

トレー括 染付 皿 底部 見込部獅子文様 緻密 灰白色

トレー括 染付 皿 底部 緻密 灰白色

トレー括 染付 皿 体部 緻密 灰白色

1 トレー括 染付 体部 陶胎 密
胎土/浅黄橙色
釉/灰白色

2 トレー括 土器 かわらけ (60) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや粗 鈍い責橙色

2ト レー括 土器 かわらけ (50) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密 橙色

3ト レー括
瀬戸美濃
灰釉丸皿

(43) 底部
削出高台、底部外面輪ドチ
見込部トチン痕・釉拭き取り

密
胎土/灰白色
汗由/浅責色

4 トレー括 土器 かわらけ 底部
ロクロ成形、底部回転糸切り、
底部外面にタール付着

やや密 橙色

4ト レー括 青磁 碗 体部 密
胎上/灰白色
釉/明緑灰色

表採 石製品 石臼 下臼

1 表採 石製品 回縁部。内面に磨面

2 表採 石製品
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第 4章 無 名 曲 輪

第 1節 調査概況

1.調 査地の概要

無名曲輪 は南北約 100m、 東西約 60mの規模 を有す る主郭部北側 曲輪 の一つである。味噌

曲輪 と御隠居曲輪の間に位置 し、堀 と土塁が巡 ると推定 され る。館が単郭構造か ら複郭構

造へ と変遷す る過程で増設 された曲輪 の一つであ り、その時期 は天文 21年 (1552)か ら天

正 10年 (1582)の 間 と理解 されてい る。大洲藩主加藤家の事跡 を収録 した『北藤録』には、

文禄元年 (1591)、 甲斐国領主 となった加藤光泰が「南北二外郭 フ築」いた と記録 され、こ

の「外郭」を無名曲輪 と解釈す る考 え もある。各種古絵図の中で「諸国古城 之図」 (広島市

立 中央図書館浅野文庫)は、土塁で囲 まれた不整形 な曲輪 として描 き、近世の地誌類が他
の曲輪の伝承や別称 を伝 えるのに対 し、無名曲輪 に関す る記述 は全 く見 えない。そのため

曲輪 として認識 されていたか不明である。すでに江戸時代か ら耕地化が進み、周辺一帯は

「畠 トナ レリ」 (『 甲斐国志』)と い う状態であった。

現在 は土地区画や微地形観察か ら僅 かに上塁 と堀の痕跡が確認で き、曲輪 内は段状 に区

画 され、畑地、本田 として利用 されている。中央の一段高い畑地 を土塁の痕跡 とし、南北

に三分す る構造 と推定 され る。

2.調 査の方法 と経過

調査 は、平成 12年 9月 6日 か ら開始 した。一段高い畑地 とその下段の水田に幅 2m、 長

さ1l mの トレンチを南北方向にそれぞれ設定 し、表土か ら人力によ り掘 り下げ調査 を行 っ

た。下段 を トレンチ 1、 上段 を トレンチ 2と し、 トレンチ 1か らは盛上 に伴 う暗渠水路、
ピッ ト列、溝跡 を、 トレンチ 2か ら堀 と推定 され る落ち込み と土塁 を確認 し、 3時期の変
遷が想定 された。 11月 10日 までに記録図面の作成、写真撮影 を終 え、 12月 19日 に航空写真

浪1量を、翌20日 には調査団会議 を開催 し、現地説明を実施 している。川砂・土嚢 により養

生処置 を行 ったのち、重機で埋戻 し、12月 28日 にいったん調査 を終 了 した。

トレンチ 2で検 出 した堀が不確定であったため、平成 13年 3月 8日 か ら調査 を再開 した。

トレンチを幅 4mに拡大 し、長 さ21mに わた り延長 した。便宜上、新 たに設定 した トレン

チを土地区画によリトレンチ 3、 4と している。堀の確認 とともに新 たな土塁 を検 出 し、
二重土塁 となるな ど複雑 な変遷 をた どることが判明 した。5月 11日 に航 空写真測量 を行い、

5月 18日 までに記録図面作成、記録写真の撮影 を終 えている。 6月 15日 に調査団会議 を開

催 し現地説明を行い、

'II砂

・土嚢 により養生処置 を行 ったのち、重機 で埋戻 し、 6月 20日

には全ての調査 を終了 した。

第 2節  調査の成果

1.基本層序

最下段 となる トレンチ 1地点 は、地表下約 0.3mが遺構確認面 とな る。水田 として土地利

用 されていたため耕作土、床上が覆 うのみである。 トレンチ北端 は床土直下が地 山 とな り、
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南側 には盛 土が確 認 され た。 トレンチ中央 を境 に40cmほ どの段差 が あ り、 この盛 上 に よ り
段差 を埋 めていた。上段 に構 築 された遺構 の拡張 に ともない平場 空間 を確保 す るため行 わ

れ た もの と考 え られ る。

一段 高 い畑地 に設定 した トレンチ 2～ 4は、約 0.1～ 0.3mの 表土 が覆 うのみで あった。
畑地 は北 か ら南 にか けて傾斜 して約 2mの 比高差 が あ る。埋没 した堀 を利 用 して新 たな土
塁が築 かれ る一方 で、整地 層 に よ り埋没す る土塁が あ る。地表 下約 lmが 地 山面 とな るた
め、堆積 上 の多 くは盛 土整地層 とな る。

2.遺 構 と遺物

(I)上  塁

調査 に よ り 3基の上塁 を検 出 した。 いずれ も高 さ lm、 幅 3～ 4mほ どの規模 で あ り、
曲輪 内 を区分 す る低 土塁 と推 定 され る。掻 き上 げ土塁 とで も分類 され る もので あ り、基底

部 に整地 が若千認 め られ る程 度 で、鴇 き固め と考 え られ る顕著 な土層 は確 認 され ない。

1号土塁 (図 31)

トレンチ 3で確 認 され た、東西方 向の土塁で あ り、南側 か ら検 出 した堀 と一対 にな る。
基底部幅 2.90m、 高 さ0.72mを 測 る低 土塁で あ る。 その高 さは、西側 で徐 々 に祖iく な り、
トレンチ西壁 で は高 さ 0。 40mほ ど とな る。西側 で土塁が途切 れ、 開 日部 が存在 す る可能性
が あ る。粘 質土 と石混 じり上が互 層 とな るが、鴇 き固め と考 え られ る土層 は観 察 で きなか

った。堀側 に面 した土塁裾部 には長径 0.64m、 高 さ0.20mの石 が据 えて あ る。土留 め と考
え られ るが、列構 成 あ るい は石積 の様相 も見 られず、一石 のみの検 出で あった。土層観 察

か ら、 2号 土塁構 築時 の盛 土整地 (整地層 I)に よ り裾部 が約 0。 30m埋没 し、最終期、 さ
らな る盛 土整地 (整地層 Ⅱ)に よ り完全 に埋没 してい る。
出土遺物 はかわ らけ、香炉 が あ る (図 34-1～ 4、 図 36-17)。

2号土塁 (図 32)

トレンチ 4か ら検 出 され た、東西方 向の上塁で あ る。基底部幅 4.90m、 高 さ1.00mを 測

り、先行 す る石積遺構 、 2号 溝 を埋 め、盛 土整地後 に構 築 されてい る。すで に 1号土塁が
存在 し、その約 10m北側 に新 た に築造 され る。土層観 察 で は、石混 じり土 が基底層 とな り、
その上 に褐 色、黄褐色粘 質土 が盛 られ てい る。北側 へ約 2.60m、 拡張部分 が認 め られ る。

1号土塁 とともに盛 土整地 (整地層 H)に よ り埋没 し、平坦地化 す る。
出土遺 物 はかわ らけ、瀬 戸美濃天 日、染付端反皿 が あ る (図 34-9・ 10・ 12・ 15・ 17・ 19)。

拡張部 か ら出土 した遺物 は、 図 34-11・ 16・ 25。 26・ 29。 31～ 33に 図化 した。

3号土塁 (図 31)

トレンチ 2で確 認 され、基 底部幅 4.90m、 高 さ1.8mを 測 る。東西方向 に構 築 され た土 塁
で あ る。 1ヒ側 に存在 す る堀 が 自然埋没 した後 に整地 され、 築造 されてい る。 南側 裾部 に土
留 め と考 え られ る石積 と雨水処 理 の溝跡 が確 認 され た。石積 に使用す る石 材 は不揃 いで、

長径 0。 15～ 0.70mま で あ り、土層観 察 で 1ま、基底部 か ら0。 30mほ どは土 中 に埋 まっていた
こ とにな る。 二上塁表 面 を石混 じり土が覆 い、 内吉Бは米能肇上が盛 土 され る。 このこ土塁 には拡
張 の痕跡 が認 め られ、土留 めの石積 と雨水処 理 の溝跡 を埋 め、裾部 で約 1.20m、 南側 に幅

を広 げてい る。

出土遺物 はかわ らけ、石 製 品が あ る (図 35-1～ 7)。
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(2)堀  (優コ31)

トレンチ 2、 3で 確 認 され た。北側 か ら検 出 され た 1号土塁 と対 にな る。上 幅 4.18m、
底部 幅 0。 90m、 深 さ3.32mを 測 り、断面箱堀状 を呈 す る水堀 と推 定 され る。調 査 時 に も湧
水が み られ、堀底 か ら高 さ約 2.10mま で 自然 埋没 し、 グライ化 した砂粒 と粘 質 Lが レンズ

状 に堆積 して いた。 自然 埋没 した後 、厚 さ約 0.64mの盛 土整地 が行 われ、 3号 土 塁が構 築
され てい る。 3号土 塁構 築後 も堀跡 は、窪 み と してその痕 跡 を残 して いた。土層 観 察 か ら、
1号土 塁が盛 土整地 (整地 層 Ⅱ)に よ り完 全 に埋没 す るの と同時期 に、堀跡 も整 地 され埋
没 した1こ とが分 か る。

遺物 は、かわ らけが出上 している (図 35-16・ 17・ 21・ 22)。 いずれ も 3号土塁構築時の

整地層か らの出上である。

僧)石積遺構 (図 32)

トレンチ 4か ら検 出 し、 2号土塁に先行 し、 2号溝 を埋めて構築 している。南北方向に
わた り長 さ4.60m、 3段 の石積 となる。 自然石 を使用 し、石材の規格 は長径 0.10～ 0。 92m
と様 々である。屋敷境の石積 と考 えられ、 2号溝・ 1号土塁・堀な どと直交す る軸線 をと
る。

遺物 は、かわ らけが 2点 出上 している (図 36-1・ 2)。

(め溝状遺構

調査では 7条の溝跡 を検 出 した。用途・性格が不明瞭で、溝 と表現すべ きか定かでない

もの も含んでいる。

1号溝 (図 31)

トレンチ 2で確認 し、 3号土塁南側 の裾部か ら検 出 している。上塁裾部 に設 け られた雨
水処理の溝 と考 えられ、幅0.34～ 0.68m、 深 さ0.24mを 測 る。東か ら西へ と傾斜 し、 トレ
ンチ西壁際ではピッ ト状 に深 くなる。土層観察では、土塁側か らの崩落土 らしき堆積が確

認 され、土塁の拡張 により埋め られている。

2号溝 (図 32)
トレンチ 4か ら検 出 し、石積遺構・ 2号土塁 と重複す る。東西方向にわた り長 さ4.24m、

幅 1.60～ 1.80m、 深 さ0.44mを 測 り、西側 に流下す る。北側が一段高い平場 とな るため、
地境 に設け られた溝であろうか。石積遺構・ 土塁構築時の盛土整地 (整地層 I)な どによ
り埋没 している。

3号溝 (図 31)
3号土塁南側か ら検 出 し、幅 1.00～ 1.48m、 深 さ0。 26mを 浪1る 。地 山面 に茶褐 色上の広
が りが確認で き、覆土中に大量の礫が混入 していた。溝底、立 ち上が り部分 ともに不明瞭

であったため溝跡 となるか定かではない。土層観察では、 3号土塁構築以前 に機 能す る溝
となる。

4号溝 (図 32)
部分 的で あるが トレンチ 3、 4の西壁際か ら検 出 している。南北方向にわた り長 さ9。 40
m、 幅 1.10m、 深 さ0.28mほ どの規模 とな る。石積遺構 と平行 し、流下す る溝 と考 え られ
る。 2号土塁構築時の盛土 (整地層 I)に よって、石積遺構 とともに埋没す る。土層堆積
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には、観察地点 によ り整合 しない部分がある。埋没後、同一地点 に新 たな溝が設け られ、

新旧二時期 の溝が存在す る可能性 もある。

出土遺物 は、かわ らけが 1点のみである (図 36-5)。

5号溝 (図 30)

トレンチ 1か ら検 出 し、幅 1,74m、 深 さ0.24mほ どを測 る。地 山面 を掘 り込んでお り、
覆土中には焼土粒 が散見 し、特 に溝底 に多 く混入 していた。立 ち上が り部が不明瞭で、不

整形 な形状 をな し、溝 となるか定かではない。

かわ らけ、瀬戸美濃天 目茶碗 が出土 した (図 36-3・ 4)。

6号溝 (図 30)
トレンチ 1か ら 7号溝 と重複 して検 出された。東西方向にわた り、幅 1.92m、 深 さ0.41
mを 測 り、石組暗渠 となる。溝底 に長径 0。 10～ 0.50mほ どの礫 を使 い、石組 により蓋石 を
かけている。土層観察か らは盛土整地 (整地層 m)に 際 し、構築 されたことが明 らかで あ
る。 もともと北側 が一段高い平場 となっていた らしく、盛土整地 による平場面拡大 に とも

ない設けられた排水溝 となろ う。

多 くの遺物が石組周辺か ら出土 している。かわ らけ、瀬戸美濃天 目茶碗、灰釉丸皿、灰

釉端反皿、志戸呂橋鉢 な どがある (図 36-5～ 10)。

7号溝 (図 30)
トレンチ 1か ら 6号溝 と重複 して検 出された。東西方向にわた り、西流す る溝 となるが、
6号溝構築 によ り幅 1.28m、 深 さ0。 20mを 確認す るのみである。盛土整地 (整地層 III)以
前 に機能 していたことは明 らかであ り、一段高い北側平場 との間に設けられた地境 の溝 と

推定 される。

(5)ピ ッ ト

トレンチ 1か ら 8基 を確認 している。 ピッ ト1・ 2・ 4が南北方向に直線的に並び概列
と推定 され る以外 は、散在 して検 出された。いずれの ピッ トか らも出土遺物 はな く、柱 の

痕跡 なども確認で きなかった。棚列 と推定 され るピッ ト 1と 4の 間が 1.70m、 ピッ ト2と
4の 間は1.80mを 測 り、径 0.28～ 0。 38m、 深 さ0.22mほ どの規模 となる。

表 5 ビットー覧表 (無名曲輪 ) ( )=現存値 単位 :cln
日
， 平面形態 長軸 短軸 深 さ 土 層 堆 積 備 考 (重複関係等)

1 不整円形 焼土・炭化物を合む。 概列を構成。

2 略円形 焼上 。炭化物を含む。 概列を構成。

3 円形 ? 7 黒色土粒が混じる。 整地層Ⅲが覆う。

略円形 焼上を含む。暗黄褐色土粒・黒色土粒が混 じる。 柵夢1を構成、 5号溝と重複。

5 橋円形 焼土粒が混 じる。

長楕円形 焼土粒が混 じる。

7 楕円形 焼土・炭化物を含む。

楕円形 ? 炭化物が混 じる。 整地層Ⅲが覆う。
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脩)盛土整地層

調査の過程 において、盛土整地の痕跡 を確認 した。館廃絶後の耕地化 に ともなう整地 と

区別す るのは明確 ではないが、面的に広範 囲に及ぶ と考 え られ るもの、土層が水平堆積 を

繰 り返す ことにより、結果的 に水平面 を造作 しているもの を盛土整地 と捉 えた。

整地層 I(図 31・ 32)
トレンチ 3・ 4か ら確認 された。東西方向への広が りは定かではないが、南北方向にわ
た り約 15.3mの範囲にみ られ る。 トレンチ西壁際か ら検 出 した石積遺構 は、 この盛土 によ
り埋め られている。 2号土塁構築 に際 して行われた もので あ り、北側平場 との高低差 を埋
め 1号土塁裾部 にまで厚 さ約 0.3mの 盛土が及んでいる。依然 として 1号土塁は機能 し続
け、約 10mの 間隔 をおいて 2号土塁が築造 され る。
出土遺物 には、かわ らけ、片 口鉢、捏鉢、染付碗がある (図 34-20～ 24、 図36-18～ 23・
25～ 27・ 30)。

整地層 Ⅱ (図 31・ 32)

トレンチ 3・ 4か ら確認 された。 1号土塁 と 2号土塁の間、及び 1号土塁 と 3号土塁の
間にみ られ る。約 lmに 及ぶ盛土 により 1号、 2号土塁は完全 に埋没 し、 1号土塁 と 3号
土塁の間に窪み として残 っていた堀の痕閉 も整地 され平場空間 となる。 この際、 3号土塁
は拡張 され、 さらに嵩上 げされた可能′性がある。上塁南側 には大量の石が混 じり、北側 か

ら南側へ傾斜す る土層 (図 31東壁 50～ 52層 )が堆積す る。 この堆積土 を削平 により崩 され
た土砂 と推定 し、土塁天端の土層堆積が水平 となっているの も上部 を削平 した痕跡 と指摘

で きよう。拡張 した痕跡 は確実に認め られ るが、嵩上 げされた痕跡 は不明瞭であ り可能性

のみが↓旨摘で きる。約 20mに 及ぶ平場空間が造作 されたこ とになるが、その南側 には 3号
土塁 を拡張 し、大規模化 した土塁が構築 されたことになる。

出土遺物 は、大部分が ロクロ成形 され、底部 に糸切 り痕 を残すかわ らけ片である。他 に

橋鉢、捏鉢、瀬戸美濃鉄釉合子、瀬戸美濃括鉢がある (図 34-5～ 8・ 13・ 14・ 18・ 27・
28・ 30、 図35-8～ 15。 18～ 20、 図36-24)。

整地層Ⅲ (図 30)

トレンチ 1か ら確認 された。 トレンチ中央 を境 に北側 は一段高い平場 となっていた らし
く、盛土整地 により平坦面 を拡大 している。南北方向にわた り約 8.4mの 範囲にみ られ、 厚
さ約 0.1～ 0.4m盛土 され る。 もとの地形では段差が存在 し、地 山 と整地層の境 になる箇所
を意識 して石組暗渠 を設 けている。平坦面の拡大 を意図 して行われているが、上段で確認

した盛土整地 (整地層 Ⅱ)に ともない同時 に実施 された と考 えられ る。上段に約 20mの平
場空間が造作 され、かつ 3号土塁が拡張 された結果、平場 空間が狭 くな り拡大す る必要が
生 じたため と解釈で きる。

かわ らけ、青磁碗、 白磁端反皿が出土す る (図 36-12～ 16)。

(7)遺構夕1出土遺物 (図 36-28・ 29。 31～ 33、 図37)
各 トレンチー括 出土遺物 を取 りあげる。多 くの遺物が出土 しているが、大部分 はかわ ら

け片であ り、フイゴ羽 日・鉛玉・銭貨 も見 られた。

かわ らけは全てロクロ成形 され底部に糸切 り痕 を残す ものであ り、二次的に使用 され、

ススな どが付着す るもの (図 36-28、 図37-1・ 2・ 8・ 11)が ある。他 に、播鉢 。鍋・
鉢・染付碗・瀬戸美濃天 目 。灰釉皿 な どがある。
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第 3節 小 括

南北方向にわた り約40mの範囲 を調査 し、多 くの遺構 。遺物 を検 出す るとともに新 たな

知見 を得 ることがで きた。検 出 した遺構 は重複関係 あるいは盛土整地状況か ら何 時期かの

変遷が捉 え られている。個 々の遺構すべ てにつ いてその変遷過程 を追 うことは困難 である

が、盛土整地 を画期 として様相 は大 きく変化 し、大別 して 3段階の時期変遷 を把握 した。

I,朝

1号土塁 。堀 。2号溝・ 7号溝 などが存在 す ると考 えられ る。地山面の検 出 レベルな ど

か ら、確認 した範 囲で地形 は約 0。 2～ 0.8mの 段差 を生 じつつ 4段程度 に成形 されてお り、

土塁・溝 な どは上段 と段差が生 じる部分 に構築 されている。検 出された土塁 は、堀 と一対

とな り高 さ lmほ どの低土塁 となる。段差部分 を利用 して構築す ることによ り数値 以上 の
高 さが存在 したことになる。地形的制約 によ り、曲輪内は段構造 とな り、そのため発生す

る段差 を活用 して土塁な どが配置 されている。

H期
1号土塁北側 には、新 たに盛土整地 (整地層 I)が行われ、約 10m離れ 2号土塁が構築
され る。かつ 自然埋没 した堀跡 を整地 し、 3号土塁が築造 されている段階 とす る。盛土整
地 により 1号土塁裾部 は0.3mほ ど埋 まるが、依然 として存在 し、堀跡 は窪み として残 って

お り 1号・ 3号土塁が近接 して平行す る。調査では、 2号土塁 と 3号土塁が同時 に築造 さ
れたか判断で きなかったが、次段階には盛土整地 により同時 に埋没 しているこ とか ら、一

時期、同時 に存在 した と推定 した。

1号土塁 と 2号土塁は、単に曲輪内を仕切 る土塁 として存在 したのか、あるいは枡形 な

どを構成す るのか定かでない。埋没 した堀 に代 わ り新たに上塁 を築 き、二重土塁 とす るな

ど複雑 な様相 となる。

Ⅲ期

約 lmに 及ぶ盛土整地 (整地層 H)が 行われ、 1号・ 2号土塁は完全 に埋没 し、窪み と
して残 っていた堀跡 も整地 され平坦地化す る。広 さ約20mの平場空間が造作 され るが、 こ

の際、 3号土塁は南に拡張 され、大規模化す る。 こうした一連の変化 によって、南側空間
は狭 くな り、平場空間を拡大す る必要か ら盛土整地 (整地層Ⅲ)が行われてい る。 4段 ほ
ど存在 した平場空間は、拡大 して 2段 となる。 ここで も段差部分 を活用 して土塁が西己置 さ

れている。

盛土整地 を画期 として、 3段 階の変遷 を推定 したが、 2号土塁には拡張の痕跡 が あ り、
3号土塁の構築期 も課題 として残 っている。各期の間には もう一段階推定で きるか もしれ

ない。盛土整地 を画期 としたため必ず しも連続す る変遷 とはな らず、各期の間 にさらな る

変遷が推定で きる。今後の検討課題 となろう。
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表 6 無名由輪出土遺物観察表 ( )復元値

図 邸兵 出上位置 種 別・器 種
な

部位 観察所見 (調整 。文様 。その他) 胎  土 色   調 備 考 (時代等)
日 挙々

1 1号土塁 土器 かわらけ (72)
体部
～底部

クロ成形 やや密 明赤褐色

2 1号土塁 土器 香炉 完形 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 明赤褐色

3 1号土塁 土器 かわらけ (98)
日縁
一体部
ロクロ成形 やや密 橙色

4 1号土塁 土器 かわらけ (104) (64) (23)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

5
整地層H
l号土塁北

土器 かわらけ (118) (66)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

6
整地層H
l号土塁北

土器 かわらけ (102) (60)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密 橙色

7
整地層H
l号土塁北

土器 かわらけ (110) (75) (26)
日縁
～底部

クロ成形 やや密 橙色

整地層H
l号土塁北

土器 かわらけ (116)
日縁
～底都
ロクロ成形 やや密 橙色

9 2号土塁 土器 かわらけ (94) (54)
日縁

～底部

ロクロ成形、底部回転糸切り
日縁部スス付着

やや密 橙色

1 2号土塁 土器 かわらけ (60) (36) (15)
日縁
～底部

クロ成形 密 橙色

塁上

部

号

張

２

拡
土器 かわらけ (94) (46) (1

日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

1 2号土塁 土器 かわらけ (78)
日縁
～体部
ロクロ成形、日縁部タール付着 密 橙色

1
整地層H
2号土塁南

土器 かわらけ (110) (48) (24)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密 橙色

整地層H
2号土塁南

土器 かわらけ (64)
体部
～底部
ロクロ成形 やや密 橙色

1 2号土塁 土器 かわらけ (52) 底都 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

16
2号土塁
拡張部

土器 かわらけ (70) 底部 ロクロ成形 やや密 橙色

2号土塁 瀬戸美濃 天目茶碗 底部 削り出し高台、錆釉 密
胎土/浅責橙色
釉/黒褐色

大窯ユ

1
整地層H
2号土塁南

土器 捏鉢 (?) 体部 クロ成形 やや密 明赤褐色

2号土塁 染付 端反皿 (84) 底都 高台部ヘラ削り 緻密 灰白色 15c後半～16c中頃

整地層 ] 土器 かわらけ (108) (58)
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り 密 橙色

整地層 〕 土器 かわらけ (98) (58)
回縁
～底部
ロクロ成形、日縁部スス付着 やや粗 橙色

整地層 I 土器 かわらけ 日縁
～体部
ロクロ成形 密 橙色

整地層〕 土器 かわらけ (70) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密 橙色

整地層 I 土器 片日鉢 回縁音「 やや密 橙色

塁上

部

号

張
２
拡 土器 かわらけ 66

日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや粗 橙色

塁上

部

号

張
２
拡 土器 かわらけ (82) (42) (20)

口縁
～底部

ロクロ成形、底部回転糸切り
被熱により瓦質化、内面溶融物付着

密
内面/褐灰色
外面/灰白色

整地層H
l号土塁北

土器 かわらけ 体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

2
整地層H
2号土塁南

土器 かわらけ 日縁
～体部
ロクロ成形 やや密 橙色

2号土塁
拡張部

土器 かわらけ (56) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

整地層II
2号土塁南

土器 かわらけ (64)
体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り 密 褐灰色

2号土塁
拡張部

土器 かわらけ (62) 底部
ロクロ成形、底部回転糸切り
被熟により瓦質化、内面1容融物付着

やや粗 灰白色

2号土塁
拡張部

土器 かわらけ (62)
体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

2号土塁
拡張部

染付 碗 (42)
体部
～底部

緻密 灰白色

1 3号土塁 土器 かわらけ (96) (52) (24)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密 橙色

2 3号土塁 上器 かわらけ (58) (28)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り 密 橙色

3 3号土塁 土器 かわらけ (62) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り 密 橙色

4 3号土塁 土器 かわらけ (58) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り 密 橙色
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復

図 出土位置 種 別・器 種
な (cm)

部 位 観察所見 (調整・文様 。その他) 胎  土 色  調 備 考 (時代等 )
日推登 底 径 器 高

5 3号土塁 土器 かわらけ (84)
日縁
～体部
ロクロ成形 密 橙色

3号土塁 土器 かわらけ (72) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

7 3号土塁 石製品 五輪塔 火輪

整地層H
l号堀

土器 かわらけ (122) 25
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り 密 鈍い橙色

整地層H
l号堀

土器 かわらけ (9め 57
日縁
～底部

ロクロ成形、底部回転糸切り
日縁都スス付着

密 1屯い橙色

1
整地層H
l号堀

土器 かわらけ (120) (61) (30)
日縁
～底部

ロクロ成形、底部回転糸切り
日縁部スス付着

密 橙色

整地層H
l号 jF■

土器 かわらけ (90) 19
日縁
～底部

ロクロ成形、底部回転糸切り
日縁部スス付着

密 橙色

12
整地層II
l号堀

土器 かわらけ (100) (54) (22)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り 密 橙色

1
整地層H
l号堀

土器 かわらけ (110) 日縁言日ロクロ成形 密 橙色

整地層H
l号堀

土器 かわらけ (62)
体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

1[
整地層H
l号堀

土器 かわらけ (72)
体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密 橙色

1 1号堀埋土 土器 かわらけ 底部 ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密 橙色

1 1号堀埋土 土器 かわらけ (60) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密 橙色

1
整地層H
l号堀

瀬戸美濃
鉄釉合子

37 完形
底部ヘラ切り
外面体部に貼付紐 7本

密
胎土/灰白色
釉/オ リーブ灰色

14c前半～中頃

1
整地層H
l号堀

土器 構ttN (120)
体部
～底部
福鉢磨耗 やや密 橙色

整地層H
l号堀

瀬戸美濃 括鉢 (282) 口縁部 笥寺荼由 密
胎土/浅黄橙色
釉/褐灰色

大窯 2

1号堀埋土 土器 かわらけ (104) (68) (23)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密 橙色

l号堀埋土 上器 かわらけ (120)
日縁
～体部
ロクロ成形、日縁部にスス付着 やや粗 橙色

l 石積遺構 土器 かわらけ (130) 日縁言[ ロクロ成形 密 橙色

2 石積遺構 土器 かわらけ (72) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

3 5号溝 土器 かわらけ (50)
体部
～底部
ロクロ成形 やや密 鈍い赤褐色

4 5号溝 瀬戸美濃 天目茶碗 日縁
～体部
被熱 やや密

胎土/灰白色
釉/黒褐色

大窯 2

5 6号溝 土器 かわらけ (88) (50) (22)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

6 6号溝 上器 かわらけ (80) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 鈍い橙色

7 6号溝 瀬戸美濃 天目茶碗 体部 回転ヘラ削り、体部下半露胎 密
胎土/灰白色
釉/暗褐色

古瀬戸後Ⅳ

8 6号溝 瀬戸美濃 灰釉丸皿 日縁言隅 やや密
胎土/灰白色
釉/浅責色

大窯 2

9 6号溝
瀬戸美濃
灰釉端反皿

日縁
～体部

やや密
胎土/灰由色
釉/灰オリーブ色

大窯 1

6号溝 志戸呂(?)括鉢 (302) 日縁部 青錆 密
胎土/灰臼色
汗由/暗赤褐色

大窯 2

4号溝 土器 かわらけ (84) (5 1) (21)
口縁
～底部
ロクロ成形 やや密 鈍い橙色

整地層I] 土器 かわらけ (7 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 i夫責橙色

1 整地層Ⅲ 土器 かわらけ (68) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

整地層Ⅲ 土器 かわらけ (50)
体部
～底部
ロクロ成形 やや密 橙色

1 整地層Ⅲ 青磁 碗 (150) 日縁部 緻密
胎土/灰白色
汗由/灰オリーブ色

15c前半

整地層Ⅲ 白磁 瑞反皿 体部 ロクロ成形 緻密 白色 15c後半

1号土塁 土器 かわらけ (118) (68) (28)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

1
整地層 I
3ト レ

土器 かわらけ (132) (76) (26)
日縁
～底部
ロクロ成形 やや密 橙色

整地層 I
3ト レ

土器 かわらけ (126)
口縁
～体部
ロクロ成形、内面タール付着 やや密

内面/橙色
外面/黒褐色

整地層 I
3ト レ

土器 かわらけ (7
体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 鈍い橙色
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( )復元値

図 出上位置 種 別・器 種
法    量  (cm

部位 観察所見 (調整・文様 。その他) 胎  土 色   調 備 考 (時代等)
日 挙々

整地層 I
3ト レ

上器 かわらけ (72)
体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

整地層 I
3ト レ

土器 悟鉢(?) (290) 日縁吉暦ロクロ成形 やや密 橙色

整地層 I
3ト レ

染付 碗 体部 内面界線、外面波濤文 (?) 緻 密 灰白色 15c後半～16c中頃

整地層H
4ト レ

土器 かわらけ 完形 ロクロ成形、底部回転糸切り やや粗 橙色

整地層 I
4ト レ

土器 かわらけ (72) (44) (16)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

整地層 I
4ト レ

土器 かわらけ (112)
日縁
～体部
ロクロ成形 やや密 浅責橙色

整地層 I
4ト レ

土器 かわらけ (118)
日縁
～体部
ロクロ成形 密 橙色

2ト レー括 土器 かわらけ (122) (70) (30)
日縁
～底部

ロクロ成形、底部回転糸切り
日縁部タール付着、被熟

やや粗 黒褐色

2ト レー括 土器 かわらけ (86) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや粗 橙色

整地層 I
4ト レ

土器 片日鉢 日縁言[ 横ナデ やや粗 鈍い橙色

1 3ト レー括 土器 かわらけ (70) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや粗 黒褐色

2ト レー括 土器 括鉢 体部 やや粗 浅貢橙色

2 トレー括 上器 鍋 (242)
日縁
～体部

やや粗 橙色

1 3ト レー括 土器 かわらけ (120) (62) (25)
日縁
～底部

ロクロ成形、底部回転糸切り
回縁部内外面スス付着

やや密 鈍い橙色

2 3ト レー括 土器 かわらけ (114) (58) (29)
口縁
～底部

ロクロ成形、底部回転糸切り
見込部タール付着

やや密 明赤褐色

3 3 トレー括 土器 かわらけ (98) (58) (28)
日縁
～底部
ロクロ成形 やや密 橙色

4 3ト レー括 土器 かわらけ (122) (70) (2働
縁
底

口

一
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密 橙色

5 3ト レー括 土器 かわらけ (129) (65) (30)
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 鈍い橙色

6 3 トレー括 土器 かわらけ (190) (112) (37)
縁
底

日

一
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 黒褐色

7 3ト レー括 土器 かわらけ (106) (58) (22)
縁
底

日

一
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密 浅責橙色

8 3 トレー括 土器 かわらけ 日縁
～体部

ロクロ成形
外面体部スス付着

やや密 橙色

9 3ト レー括 土器 かわらけ (118)
縁
体

日

一
ロクロ成形 やや密 浅黄橙色

3ト レー括 土器 かわらけ (122)
日縁

～体部
ロクロ成形 やや粗 橙色

3ト レー括 土器 かわらけ (122)
日縁
～体部

ロクロ成形
内外面タール・スス付着

密
内面/黒褐色
外面/鈍い褐色

3ト レー括 土器 かわらけ (60) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り 密 橙色

13 3ト レー括 土器 かわらす

“

0 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

14 3ト レー括 土器 かわらナ (74) 底都 ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

3ト レー括 土器 かわらす (66) 底都 ロクロ成形、底部回転糸切り 密 i夫責橙色

3ト レー括 上器 (内耳)鍋 (212)
体部
～底部

やや粗 橙色

17 3ト レー括 土器 福鉢 体部 やや密 橙色

3ト レー括 染付 碗 日縁部 密 灰白色

4ト レー括 上器 かわらけ (86) (58)
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや密 橙色

4ト レー括 土器 かわらけ 体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り やや粗 橙色

4ト レー括 土器 かわらけ (116)
日縁
～体部
ロクロ成形 やや粗 橙色

4ト レー括 土器 かわらけ (72) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り やや粗 鈍い褐色

4ト レー括 土器 かわらけ (66)
体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切り 密 橙色

4ト レー括 土器 括鉢 体部 やや粗 浅責橙色

4ト レー括 土器 橋鉢(?) 底部 やや粗 橙色

2{ 4 トレー括 上器 鉢 (?) 日縁部 粗 橙色

-66-



( )復元値

図 出土位置 種 別・器 種 部位 観察所見 (調整・文様。その他) 胎  土 色  調 備 考峙代等)
日

4ト レー指 灰釉陶器 壺(?) 日縁部 級密 灰白色

4ト レー括 源戸美濃 天目茶碗 体部 級密
胎主/灰白色
釉/睡暗赤褐色

4ト レー括 瀬戸美濃 灰釉皿 体部 やや密
胎土/浅黄橙色
釉/灰白色

4ト レー括 染付 碗 口縁都 級密 灰白色

4ト レー括 土製品 フイゴ羽ロ 粗 橙色

4ト レー括 金属製品 鉛玉 直径1 lcm・ 重量7.Og

4ト レー括 銭貨
―
径2.38olll・ 子し径0 63cm。 厚0 13cm 寛永通宝
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御隠居曲輪南作業風景 トレンチ】犬況

上層堆積状況 主郭部調査状況

主郭部調査状況

図版 1 御隠居由輪南・主郭部調査
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主郭部調査状況 土塁基底層検出状況

図版 2 主 郭
-69-

土塁基底層検出遺物 上 層 堆 積 状 況

部 調 査

埋 戻 状 況



6・ 9号溝

I号 石 塁

図版 3 大 手
-70-

1号 石 塁

トレンチ 1

トレンチ 1

調  査

1号 土 坑



1号石塁東側石積 I号石塁西側石積

1号石塁土層堆積

2・ 3号溝

図版 4 大 手 調
-71-

2・ 3号土坑、 ビンヽ ト 1 ヘン3

査



掘立柱建物跡

翔 鱒 鞠 諄 灘 艤 鐵 盟 漂 る 静 簿 ″ 糸 誉 聯 ゃ _Ⅲ Ⅲ常 ― ― 一 一
、

I号溝石積 1号溝石積

1号清石積 トレンチ 2

図版 5 大 手
-72-

調  査



トレンチ 2 土層堆積 1。 2号石列

トレンチ 3 1号石塁石積・ 3号石列

図版 6 大 手 調 査
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トレンチ 44号 石 列



遺構養生状況 無名曲輪 トレンチ 1

無名曲輪 トレンチ 2

1号 土 塁 土層堆積状況

図版 7 大手・無名由輪調査
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2号 土 塁

トレンチ 2上層堆積

石 積 遺 構

図版 8 無名由輪調査
-75-

調査参加者
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報 告 書 抄 録

甲府市文化財調査報告20

え跡 武 田 氏 館 跡 Ⅸ
平成12年度大手j時出土塁 。主郭部・律F隠居曲輪南、

平成12～ 13年度無名曲輪、試掘調査概要報告書

平成14年 3月 25日

発 行 甲府市教育委員会
〒400-8585山 梨県甲府市九の内一丁目18番 1号

TEL 055(223)7324
FAX 055(226)4889

印 刷 帥内田印刷所
〒400-0032山梨県甲府市中央二丁目10-18

ふ り が な しせきたけだしやかたあと

童 名 史跡武田氏館跡

副  書  名 平成12年度大手馬出土塁
平成12～ 13年度無名曲輪、

主郭部 。作「隠居曲輪南、

試掘調査概要報告書

巻 次 IX

シ リー ズ 名 甲府市文化財調査報告

シリーズ番号

編 集 機 関 甲府市教育委員会

所  在  地 〒400-8585山 梨県甲府市丸の内一丁目18香 1号 電話 055(223)7324

発行 年 月 日 平成14年 3月 25日

ふ りが な

所収遺跡名

ふ り が な

所 在 地

コ  ー  ド
】ヒ漁羊 東経

調査期間

調 査 原 因
■
Ｊ
＋
Ｔ
一Ｊ市 遺跡香号 調査面積

たけ だ しやかたあと

武田氏館跡

し
市
　
　
”
ロ
カ
ロ

ふ
府
奉
町
残
丁
残
丁

め
甲
め
中
蟄
一覇
三

れ靭
一帥
”聯
雑汗

韓
山

19201 01110

20000727

20010620

史跡保存整備

事前調査

459。 3m2

所収遺跡名 種 男げ 主な時代 主 な遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

武田氏館跡 城館跡 中  世
石塁、土塁、堀、

溝、掘立柱建物

かわらけ、瀬戸美濃、

染付










